
事 項

設置手続きの種類
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フ リ ガ ナ
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フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

[工学部全体]
① 広い教養と深い専門知識を身に付け、豊かな想像力と優れた判断力を備えた、将来を

担う工学系技術者を養成する。
② 基礎的・専門的学力、論理的な表現力やコミュニケーション能力を修得するととも

に、工学技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に追っている責任
を理解し、科学的知見と技術を総合して社会的課題を解決する能力、すなわちエンジ
ニアリングデザイン能力を身につけさせる。

③ それぞれの学科で培われた専門的知識と技術を活かすことのできる就職先を確保す
る。また、専門性をさらに高めるために大学院への進学も推奨する。

[工学部機械工学科]
① 機械工学に関わる基礎及び専門知識を習得し、それらをものづくりに活用する能力を

有し、機械技術者として社会の要求を満たすための問題を設定し、それらを自力で解
決するとともに、持続して自己啓発に努める能力、計画を立て、それを遂行するとと
もにチームを組織して動かす能力、及び国際水準で情報を収集・評価し、それを利
用・応用する能力を有する技術者を養成する。

② 機械工学、エネルギー工学に関する基礎知識（機械、材料、熱、流体の４力学、振
動、制御工学、加工や要素設計）、及び自動車、航空宇宙、原子力工学、バイオメカ
ニクス、エネルギー変換工学に関する応用知識を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。自動車、鉄道、航空機、船舶等の輸送機械、
医療・福祉機器、太陽、地熱、水力、風力等の自然エネルギー及び原子力・火力等の
エネルギー産業、公務員、大学院進学

[工学部電気電子工学科]

新設学部等において
養 成 す る 人 材 像

① 電子デバイス、回路設計、電力制御、通信技術等の電気工学と電子工学の分野に関す
る専門知識を備え、現代社会のライフラインを担う、高度な専門知識と独創的な発想
力で問題を解決することができる技術者を養成する。

② 電子デバイス、電子回路（アナログ回路とデジタル回路、ＬＳＩ）設計、コンピュー
タ・ソフトウェアー開発、送配電・電力管制、信号処理・通信媒体、計測と制御に関
する基礎及び専門的な知識・技術を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。電子デバイス、産業用・民生用電子機器に関
連する製造業、送配電、電気エネルギー供給・鉄道等の交通機関の管制業務、公務
員、大学院進学

[工学部コンピュータ理工学科]
① 次世代の高度情報化社会の中核として活躍できる学士力を備えた人材を養成する。今

後に予想される情報処理技術の急速な発展にも対応できる堅固な基礎学力を持ち、更
に情報化社会の発展に積極的に貢献できる幅広い応用展開力とデザイン力をもった情
報系技術者を養成する。

② プログラミング、ソフトウエアとハードウエア、ネットワークやデータベース、OS、
システム開発などの基盤知識とスキル、及びソフトウエア工学、ユーザインタフェー
ス、CG、感性情報工学、自然言語処理、人工知能、組込みシステム、数値計算などの
進んだ知識を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。各種の情報機器やネットワークシステムやア
プリケーションの開発・運用管理、マルチメディアコンテンツなどの製作・運用を行
う部門や企業、情報・通信系のサービス処理会社、自動車や電機などの製造業、ソフ
トウェア開発運用会社、国・自治体や銀行・小売業など一般企業の情報システム運用
管理部門、大学院進学

[工学部情報メカトロニクス工学科]
① 日本のほとんどの製造会社で行われている機械系、電気系、情報系技術者による協働

開発に携わるだけではなく、そこに関わる技術者を束ね、ニーズを理解し、開発工程
全体を把握して開発をリードしてものづくりを行い、この「もの」を通じて豊かな社
会に貢献する技術者を養成する。
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② システム製図、システム制御工学、システム設計、開発・設計工学、材料力学、構造
力学、運動力学、信号システム、アナログ回路、デジタル回路、計測とセンサ、組込
みプログラミング、ソフトウェア開発工学、組込み設計に関する基礎及び専門的な知
識・技術を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。民間企業（自動車、コンピュータ、ロボッ
ト、産業ロボット、生産機械、ＡＶ機器、情報端末機器、家庭電気製品、ネットワー
ク、輸送機器、医療機器、福祉機器、農業機械、土木機械）、大学院進学

[工学部土木環境工学科]
① 土木工学と環境工学に関する広い基礎知識・技術を併せ持ち、環境と調和した社会基

盤の整備・管理、災害に強い安全な国・地域づくり、快適で環境に配慮したまちづく
り、生活環境の充実、自然環境の保全など持続可能な社会構築に意欲的に貢献できる
技術者を養成する。

② 構造物や地盤の力学と設計・管理方法、水の力学と水資源管理の方法、交通の整備や
安全で環境と調和した国土やまちづくりの方法、上下水道・廃棄物管理に関する施設
の設計・管理と環境保全などの基礎及び専門的な知識と技術を身につけさせる。

新設学部等において
養 成 す る 人 材 像

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。公務員（土木環境技術系）、民間会社（建設
会社、設計コンサルタント、環境コンサルタント、鉄道・高速道路会社、環境設備製
造・維持管理会社など）、ＮＰＯ、工業高校教員、大学院進学

[工学部応用化学科]
① 化学や物理を基盤とした専門知識を備え、新素材の開発やエネルギー・環境等の課題

に貢献できる高度専門技術者を養成する。
② 物理化学、電気化学、無機化学、有機化学、高分子化学、材料化学、機器分析、化学

工学の基礎及び専門的な知識と技術を身につけさせる。
③ 主な卒業後の進路は以下のようである。材料・化学メーカー、電気・電子、機械、自

動車、石油、製薬、食品、化粧品、装置製造産業、環境分析など様々な分野における
新規材料開発および計測技術、大学院進学

[工学部先端材料工学科]
① 物質と電磁場の相互作用、量子力学といった第一原理より学習した固体物理、材料科

学、製造プロセスなどの応用分野で、生涯にわたって持続的な就業能力がある人物を
養成する。論理的、合目的的な思考方法と表現能力を身につけ異分野との技術交流に
積極的に加わって技術革新の効率を高める技術者を養成する。

② 物理・化学の基礎知識（固体量子論、量子化学、電磁気学など）、及び半導体や結晶
材料などの作製、特性の分析・計測、ナノ構造の科学と加工に関する専門技術を身に
つけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。先端電子デバイス、新機能を有する素材開
発、医療機器、先端計測装置などの開発研究を行う民間企業、大学院進学

[工学部全体]
① 広い教養と深い専門知識を身に付け、豊かな想像力と優れた判断力を備えた、将来を

担う工学系技術者を養成します。
② 基礎的・専門的学力、論理的な表現力やコミュニケーション能力を修得し、工学技術

が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に追っている責任を理解すると
ともに、問題を発見・解決する能力を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。それぞれの学科の専門性を活かした企業等、
公務員、大学院進学

[工学部機械システム工学科]
① 人間と機械と情報との係わりを理解し、これらを有機的に関連づけるデザイン能力を

備え、自然と社会の繁栄、および人類の幸福・福祉に貢献できるものづくり能力を備
えた技術者を養成します。

既存学部等において
養 成 す る 人 材 像

② 機械の研究開発・設計のための知識、機械をゼロからつくる設計力、機械を操る情
報・制御・プログラミング、超精密ものづくり技術を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。機械・電気・プラント製造業、ロボット・制
御技術者、工作機械・自動機械・精密機械や部品の開発・製造、自動車・電器・情報
業界、公務員、大学院進学

[工学部電気電子システム工学科]
① 人と環境との調和を考え、電気電子工学の先端技術を理解し、高機能化社会に積極的

に対応できる技術者や研究者を育成します。
② 電子回路や制御装置の設計法、電子デバイス・システム制御技術、光量子エレクトロ

ニクス技術、通信ネットワークの概要、プログラミング技術を身につけさせる。
③ 主な卒業後の進路は以下のようである。情報・通信・家電・自動車・電子部品・半導

体など電気電子機器を使用する産業全般、公務員、工業高校教員、大学院進学
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[工学部コンピュータ・メディア工学科]
① 先端技術をどこでも誰でも使えて、人間にやさしく安心できる情報化社会を築き、支

えていく技術者を養成します。
② ソフトウェア・ハードウェアの基盤、ソフトウェア工学、プロジェクトマネジメン

ト、マルチメディア、組込みソフトウェア開発、プログラミング技法、人工知能、音
信号・画像処理、ＣＧ、ＵＩ設計、ネットワークの構築・管理、感性情報工学などの
知識・技術を身につけさせる。

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。家電・自動車等メーカーでのソフト開発、情
報機器メーカーでの機器開発、ソフト会社での管理システム設計・構築・運用、情報
ネットワークアプリケーションの開発、企業・自治体における情報システムの運用・
管理、マルチメディアコンテンツの作成・運用、公務員、大学院進学

[工学部土木環境工学科]
① 環境と調和した安全で持続可能な社会基盤の構築をめざし、「環境の分かる土木技術

者」と「土木のわかる環境技術者」を養成します。
② 構造物や地盤、水の力学と設計方法および管理の方法、交通網の整備やまちづくりの

方法、防災・減災の知識や仕組み、環境中の生物・化学物質の挙動、水資源・水の循
環・生活用水や廃棄物の管理手法、都市や地域の計画、景観の計画・設計の知識を身
につけさせる。

既存学部等において
養 成 す る 人 材 像

③ 主な卒業後の進路は以下のようである。社会基盤の整備・充実を担う自治体、企業
（建設会社、設計コンサルタント、環境コンサルタント、環境分析・環境設備・管理
会社など）、ＮＰＯ、鉄道・高速道路会社、工業高校教員、公務員、大学院進学

[工学部応用化学科]
① 化学や物理を基盤とした専門知識を備え、新素材・高機能物質の開発やエネルギー・

環境等の課題に貢献できる人材を育成します。
② 有機合成・無機合成・高分子合成、有機機器分析・無機機器分析、物理化学・化学工

学の基礎知識を身につけさせる。
③ 主な卒業後の進路は以下のようである。材料・化学メーカー、電器・電子・機械・自

動車・石油・製薬・食品・化粧品・環境分析など、公務員、大学院進学

[工学部生命工学科]
① 化学や生物学を中心とする基礎知識とバイオテクノロジーに関する専門知識を備え、

食糧、医療等の課題を発見・解決出来る人材を養成します。
② 生活に役立つ微生物の知識と実践、遺伝子や細胞に関する知識と技術、食と健康、環

境に関する知識を身につけさせる。
③ 主な卒業後の進路は以下のようである。バイオ産業、食品産業、醸造産業、製薬産

業、公務員、大学院進学

[工学部循環システム工学科]
① 地球環境への負荷を軽減し、資源循環型社会を構築するため、論理的思考力と現実対

応力を持つシステムエンジニアを養成します。
② 環境の自然科学的分析力、社会に役立つ数理・情報技術、社会システムの解析・統合

能力を身につけさせる。
③ 主な卒業後の進路は以下のようである。金融・マスコミ・製造・流通業、企業の環境

部門・ＩＴ企業、自治体、ＮＰＯ、工業高校教員、公務員、大学院進学

[工学部機械工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 自動車整備士（３級）

①国家資格 ②受験資格取得可能 ③６カ月の実務経験が必要

[工学部電気電子工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
新設学部等において ・ 電気主任技術者
取 得 可 能 な 資 格 ①国家資格 ②資格取得可能 ③単位修得で国家試験免除。所定の実務経験が必要

・ 第１級陸上特殊無線技士
①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要

・ 第２級海上特殊無線技士
①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要

[工学部コンピュータ理工学科]
・ 高等学校教諭（数学）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 高等学校教諭（情報）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
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[工学部情報メカトロニクス工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状
・ ①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要

[工学部土木環境工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 技術士補

①国家資格 ②資格取得可能 ③卒業要件単位に含まれる科目の履修のみで取得可能
・ 測量士補、

新設学部等において ①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要
取 得 可 能 な 資 格

[工学部応用化学科]
・ 高等学校教諭（理科） 一種免許状
・ ①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位取得が必要
・ 毒物劇物取扱主任者

①国家資格 ②資格取得可能 ③無試験
・ 危険物取扱者

①国家資格 ②受験資格取得可能 ③所定の単位修得が必要

[工学部先端材料工学科]
・ 高等学校教諭（数学） 一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位取得が必要
・ 高等学校教諭（理科） 一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位取得が必要

[工学部機械システム工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 自動車整備士（３級）

①国家資格 ②受験資格取得可能 ③６カ月の実務経験が必要

[工学部電気電子システム工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 電気主任技術者

①国家資格 ②資格取得可能 ③単位修得で国家試験免除。所定の実務経験が必要
・ 第１級陸上特殊無線技士

①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要
・ 第２級海上特殊無線技士

①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要

既存学部等において [工学部コンピュータ・メディア工学科]
取 得 可 能 な 資 格 ・ 高等学校教諭（情報）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要

[工学部土木環境工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 測量士補、

①国家資格 ②資格取得可能 ③所定の単位修得が必要
・ ビオトープ管理士（２級）

①民間資格 ②受験資格取得可能 ③所定単位修得で試験内容軽減

[工学部応用化学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 毒物劇物取扱主任者

①国家資格 ②資格取得可能 ③無試験
・ 危険物取扱者

①国家資格 ②受験資格取得可能 ③所定の単位修得が必要

[工学部生命工学科]
・ 高等学校教諭（工業）一種免許状

①国家資格 ②資格取得可能 ③学科専門科目に加えて、所定の単位修得が必要
・ 危険物取扱者

①国家資格 ②受験資格取得可能 ③所定の単位修得が必要
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

機械ｼｽﾃﾑ工学科 16 5
新規採用 2 2

計 18 7
電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 16 5
循環システム工学科 1 1
新規採用 1 1

計 18 7
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学科 20 6
新規採用 2 2

計 22 8
機械ｼｽﾃﾑ工学科 9 2
電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 3 0
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学科 5 1
土木環境工学科 1 0
新規採用 3 3

計 21 6
土木環境工学科 15 5
新規採用 2 1

計 17 6
応用化学科 16 5

計 16 5
機械ｼｽﾃﾑ工学科 7 2
電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 5 3
ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 1 0

計 13 5

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

機械工学科 16 5
情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 9 2
先端材料理工学科 7 2
退職 3 3

計 35 12
電気電子工学科 16 5
情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 3 0
先端材料理工学科 5 3
その他 1 0
退職 3 3

計 28 11
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工学科 20 6
情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 5 1
その他 1 0
退職 4 4

計 30 11
土木環境工学科 15 5
情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 1 0
その他 6 3
退職 3 2

計 25 10
応用化学科 16 5

計 16 5
その他 11 3
退職 2 2

計 13 5
電気電子工学科 1 1
その他 15 3
退職 1 1

計 17 5

学士
(工学)

学士
(工学)

循 環 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科
( 廃 止 ）

4 45 0 180
学士
(工学)

平成16年
４月

平成10年
４月

0 200

平成10年
４月

300

平成16年
４月

３年次
5

学士
(工学)

工学関係

工学関係

平成10年
４月

0 140

0

生 命 工 学 科
( 廃 止 ）

4 35

応 用 化 学 科
( 廃 止 ）

4 50

平成10年
４月

電気電子ｼｽﾃﾑ工学科
( 廃 止 ）

4 70
３年次

5
290

学士
(工学)

工学関係

学士
(工学)

工学関係

開設時期
専任教員

工学部

機 械 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科
( 廃 止 ）

4 90
３年次
10

380

工学関係

平成10年
４月

既
存
学
部
等
の
概
要
（

現
在
の
状
況
）

既存学部等の名称
修業
年限

入学
定員

土 木 環 境 工 学 科
( 廃 止 ）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学科
（ 廃 止 ）

4 75

4 75

310
学士
(工学)

工学関係

工学関係

35 0

編入学
定員

授与する学位等
収容
定員

学士
(工学)

新
設
学
部
等
の
概
要

工学部 情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 4

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ 理工 学科 4

電 気 電 子 工 学 科

先 端 材 料 理 工 学 科 4

4

修業
年限

機 械 工 学 科

55

55

新設学部等の名称

4 55

55

入学
定員

0

応 用 化 学 科 4 55 0

土 木 環 境 工 学 科 4 55 0

220
学士
(工学)

学士
(工学)

工学関係140

220

220

学士
(工学)

工学関係

工学関係

平成24年
４月

工学関係

工学関係

平成24年
４月

平成24年
４月

平成24年
４月

平成24年
４月

収容
定員

３年次
5

230
学士
(工学)

編入学
定員

３年次
5

230
学士
(工学)

平成24年
４月

３年次
10

240

工学関係
平成24年
４月

開設時期
専任教員授与する学位等

学士
(工学)

工学関係
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[備考欄]

入学定員の変更

循環システム工学科 入学定員 45人 （ 新学部(生命環境学部)へ 75人 ）

生命工学科 入学定員 35人

応用化学科 入学定員 50人 → 応用化学科 入学定員 55人

土木環境工学科 入学定員 75人 → 土木環境工学科 入学定員 55人

(新規)先端材料理工学科 入学定員 35人

(改組前) (改組後)

コンピュータ・メディア工学科 入学定員 75人 → コンピュータ理工学科 入学定員 55人

(新規)情報メカトロニクス工学科 入学定員 55人

機械システム工学科 入学定員 90人 → 機械工学科 入学定員 55人

電気電子システム工学科 入学定員 70人 → 電気電子工学科 入学定員 55人

山梨大学－6



(工学部機械工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

機械工学基礎ゼミ １前 2 ○ 7 5 6 1 ※講義、実験・実習

小計（1科目） ― 2 0 0 7 5 0 6 1 0 ―

微分積分学Ⅰ １前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ １後 2 ○ 1
線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 1
微分方程式 ２前 2 ○ 1
応用数学 ２後 2 ○ 1
複素関数論 ３前 2 ○ 1
情報処理及び実習 １前 2 ○ 1 ※実習
確率統計学 ２前 2 ○ 1
数値計算及び実習 ３前 2 ○ 1 ※実習
基礎物理学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ １後 2 ○ 1
応用物理学 ２前 2 ○ 1
基礎化学 １前 2 ○ 兼1
コミュニケーション ３前 2 ○ 兼1
技術英語Ⅰ ３後 2 ○ 兼1
技術者倫理 ３後 2 ○ 兼1
幸福・福祉概論 １前 2 ○ 1 兼1
小計（18科目） ― 14 22 0 5 4 0 0 1 兼5 ―
機械工学デザインⅠ １後 1 ○ 1 1
機械工学デザインⅡ ２前 1 ○ 1 1
機械工学デザインⅢ ２後 1 ○ 1
ものづくり実習Ⅰ ２前 1 ○ 1 1
ものづくり実習Ⅱ ２後 1 ○ 1 1
機械工学実験Ⅰ ３前 1 ○ 1 1 6 1
機械工学実験Ⅱ ３後 1 ○ 1 1 6 1
材料力学Ⅰ ２前 2 ○ 1
機械力学 １後 2 ○ 1
熱力学 ２前 2 ○ 1
材料力学Ⅱ ２後 2 ○ 1
材料の科学Ⅰ ２後 2 ○ 1
振動工学 ２前 2 ○ 1
流体工学Ⅰ ２後 2 ○ 1
伝熱工学 ２後 2 ○ 兼1
加工学Ⅰ ２後 2 ○ 1
機械要素設計 ３前 2 ○ 1
材料の科学Ⅱ ３前 2 ○ 1
制御工学Ⅰ ３前 2 ○ 1
流体工学Ⅱ ３前 2 ○ 1
熱エネルギー変換工学 ３前 2 ○ 1
加工学Ⅱ ３前 2 ○ 1
電気電子工学 ３前 2 ○ 兼1
情報システムと社会Ⅰ ２前 2 ○ 兼1
組込み設計 ２前 2 ○ 兼1
小計（25科目） ― 7 36 0 5 5 0 6 1 兼4 ―
バイオメカニクス ３前 2 ○ 1
自動車工学 ３前 2 ○ 1
材料力学Ⅲ ３後 2 ○ 1
塑性加工 ３後 2 ○ 1
表面処理工学 ３後 2 ○ 1
制御工学Ⅱ ３後 2 ○ 1
流体工学Ⅲ ３後 2 ○ 1
航空宇宙工学 ３後 2 ○ 1
原子力工学 ３後 2 ○ 1
技術英語Ⅱ ４前 2 ○ 7 5
電池工学 ３前 2 ○ 兼1
電気エネルギー変換工学 ３前 2 ○ 兼1
コンピュータネットワーク ３前 2 ○ 兼1
運動の力学Ⅱ ３前 2 ○ 兼1

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

応
用
工
学

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

基
礎
教
育

―

基
礎
工
学

―

山梨大学－7



システム設計 ３前 2 ○ 兼1
マルチメディア工学 ３前 2 ○ 兼1
量子光学 ３前 2 ○ 兼1
電子ディバイス工学 ３後 2 ○ 兼1
小計（18科目） ― 2 34 0 7 5 0 0 0 兼8 ―
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2
機械工学演習 ３後 1 ○ 7 5 6 1
リスク管理・危機管理概論 ２後 2 ○ 兼1
ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
特別講義 ４後 1 ○ 1 1
機械工学卒業論文 ４通 6 ○ 7 5 6 1 ※実験
小計（8科目） ― 6 10 0 7 5 0 6 1 兼4 ―
リーダー養成特別演習１ １後 1 ○ 1 兼4
リーダー養成特別演習２ ２前 1 ○ 兼8

リーダー養成特別演習３ ３前 1 ○ 1 兼4
１通 1 ○ 兼4
２通 1 ○ 兼8
３通 1 ○ 兼4

キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 7 5 6 1
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 7 5 6 1
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 7 5 6 1
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 7 5 6 1
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
職業指導第一 ４前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 ４前・後 2 ○ 兼1
小計（16科目） ― 0 0 23 7 5 6 1 兼19 ―

― 31 102 23 7 5 0 6 1 兼40 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

5.

6.

―

特
殊
研
究

―

そ
の
他

―

リーダー養成特別インターンシップ１
リーダー養成特別インターンシップ２
リーダー養成特別インターンシップ３

応
用
工
学

合計 (86科目） ―
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

設置の趣旨・必要性

機械工学は工学の根幹を成す分野であり、本学科には社会的に大きな役割を継続的に果たすことが求められていることか
ら、将来にわたって重要となる機械工学分野を例えば環境や安全といった観点、あるいは従来の化石燃料資源からの脱却及び
エネルギー資源の確保という観点などから現在の社会情勢を踏まえて検討した結果、将来の社会ニーズに合致した、魅力的な
教育上の新たな取り組みを行っていく必要があるとの結論に達した。そこで、従来の機械システム工学科において重要として
いたものづくり技術という切り口を変えて、自動車産業においては、ハイブリッド車に代表される環境やエネルギー資源とも
関連付けられた分野、航空・宇宙産業や医療・福祉機器などに関連した医工学の分野、電力などのエネルギーセキュリティの
観点から注目されている太陽光、風力、水力、地熱、バイオ、原子力などを用いた動力エネルギー工学の分野という切り口か
ら機械工学を捉えて先端的技術に関する選択科目を充実させ、単なるものづくりではなく、輸送機械、医療・福祉機器、エネ
ルギー分野における競争力のある最先端の新技術に関する機械工学分野に係る学科を設置することとした。

学科名称は「機械工学科（Department of Mechanical Engineering）」とし、人間と機械との係わりを理解し、これらを有
機的に関連づけるデザイン能力を備え、自然と社会の繫栄、及び人類の幸福・福祉に貢献できるものづくり及び将来の新技術
開発能力を備えた技術者を養成することを教育理念とする。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち
機械工学科の入学定員は55名とする。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、シス
テム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材
料系学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応す
る。具体的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入
学生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び
修士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあた
る。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵
養の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を
十分に身につけさせる。機械工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。
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7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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(工学部電気電子工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

電気電子工学基礎ゼミ １前 2 ○ 6 6 5 ※講義、実験・実習

小計（1科目） ― 2 0 0 6 6 0 5 0 0 ―

微分積分学Ⅰ １前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ １前 2 ○ 1
基礎解析学 ２前 2 ○ 1
線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 1
応用解析Ⅰ １後 2 ○ 1
応用解析Ⅱ ２前 2 ○ 1
情報処理及び実習 １前 3 ○ 1 1 ※実習
基礎物理学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ １後 2 ○ 1
物理学実験 ２前 2 ○ 1 1
基礎化学 １前 2 ○ 兼1
化学実験 ２前 2 ○ 兼2
科学の作法 １後 2 ○ 2 2
基礎統計学及び実習 １後 2 ○ 1 ※実習
コミュニケーションⅠ ３前 2 ○ 1
コミュニケーションⅡ ３後 2 ○ 1
小計（17科目） ― 14 21 0 4 4 0 4 0 兼3 －
基礎電気理論 １前 2 ○ 1
基礎電気電子工学実験 １後 2 ○ 6 6 5
プログラミングⅠ及び実習 １後 2 ○ 1 1 ※実習
プログラミングⅡ及び実習 ２前 2 ○ 1 1 ※実習
ディジタル回路 １後 2 ○ 1
マテリアルサイエンス １後 2 ○ 1
電気回路Ⅰ ２前 2 ○ 1
電気回路Ⅰ演習 ２前 1 ○ 1
電気回路Ⅱ ２後 2 ○ 1
電子回路Ⅰ ２後 2 ○ 1
電子回路Ⅰ演習 ２後 1 ○ 1
電磁気学Ⅰ ２前 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ演習 ２前 1 ○ 1
電磁気学Ⅱ ２後 2 ○ 1
電子デバイス工学Ⅰ ３前 2 ○ 1
電子デバイス工学Ⅰ演習 ３前 1 ○ 1
システム制御工学Ⅰ ２後 2 ○ 1
システム制御工学Ⅰ演習 ２後 1 ○ 1
信号とシステム １後 2 ○ 1
信号とシステム演習 １後 1 ○ 1
情報通信Ⅰ ３前 2 ○ 1
情報通信Ⅰ演習 ３前 1 ○ 1
技術者倫理 ３後 2 ○ 1
電気電子工学実験Ⅰ ２後 2 ○ 2 1
電気電子工学実験Ⅱ ３前 2 ○ 2 1
小計（25科目） ― 34 9 0 6 6 0 5 0 0 －
プログラミングⅢ及び実習 ２後 2 ○ 1 ※実習
計算機アーキテクチャ ２前 2 ○ 1
コンピュータ制御及び実習 ３前 3 ○ 1 1 ※実習
電子回路Ⅱ ３前 2 ○ 1
情報通信Ⅱ ３後 2 ○ 1
計測センシング工学 ３前 2 ○ 1
電気エネルギー変換工学 ３前 2 ○ 1
量子力学 ３前 2 ○ 1
電池工学 3前 2 ○ 兼1
電子デバイス工学Ⅱ ３後 2 ○ 1
システム制御工学Ⅱ ３後 2 ○ 1
光波動工学 ３後 2 ○ 1
量子工学 ３後 2 ○ 1
エンジニアリングデザイン ３前 2 ○ 1

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

応
用
工
学

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

基
礎
教
育

―

基
礎
工
学

―
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電子応用実験 ３後 2 ○ 1 2
電気応用実験 ３後 2 ○ 1 2
パワーエレクトロニクス ４前 2 ○ 1
自動車工学 ４前 2 ○ 兼1
航空宇宙工学 ４後 2 ○ 兼1
コンピュータネットワーク ４前 2 ○ 兼1
組込み設計 ４前 2 ○ 兼1
運動の力学Ⅱ ４前 2 ○ 兼1
システム設計 ４前 2 ○ 兼1
量子光学 ４前 2 ○ 兼1
マルチメディア工学 ４前 2 ○ 兼1
小計（25科目） ― 4 47 0 4 4 0 4 0 兼9 －
機械加工及び実習 ３前 2 ○ 兼1 ※実習
通信法規 ４前 1 ○ 兼1
電気法規及び電気施設管理 ４前 1 ○ 兼1
高電圧工学 ３後 2 ○ 1
電気制御工学 ３後 2 ○ 1
電気設計製図 ４前 2 ○ 1 兼1
ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
電気電子工学研修 ４通 2 ○ 6 6 5
電気電子工学卒業論文 ４通 6 ○ 6 6 5 ※実験
小計（11科目） ― 8 14 0 6 6 0 5 0 兼5 －
実践ものづくり実習 １後 1 ○ 兼1 ※講義
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2 ※講義
リーダー養成特別演習１ １後 1 ○ 1 兼4
リーダー養成特別演習２ ２前 1 ○ 2 兼6
リーダー養成特別演習３ ３前 1 ○ 1 兼3

１通 1 ○ 1 兼4
２通 1 ○ 2 兼6
３通 1 ○ 1 兼3

キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 6 6 5
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 6 6 5
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 6 6 5
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 6 6 5
電力発生工学 ３後 2 ○ 1
電力伝送工学 ４前 2 ○ 1
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
職業指導第一 ４前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 ４前・後 2 ○ 兼1
小計（20科目） ― 0 0 30 6 6 0 5 0 兼17 －

― 62 91 30 6 6 0 5 0 兼34 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

―

特
殊
研
究

―

そ
の
他

―

リーダー養成特別インターンシップ１
リーダー養成特別インターンシップ２
リーダー養成特別インターンシップ３

応
用
工
学

合計（99科目） ―
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

設置の趣旨・必要性

山梨大学工学部の電気系学科の起源は旧山梨大学工学部設立時に設置された旧「電気工学科」にまで遡ることができる。電
子工学科の設立、その後の学科統合などの変遷を経て、平成10年には電気電子システム工学科として再出発し、これまで情報
通信、計測制御や半導体デバイス製造、電力輸送の管制業務等に多くの卒業生を輩出してきた。現在の学科内においては２
コース運営が行われ、入学時から信号処理やプログラミングに傾倒した情報通信システムと電子デバイス設計に傾倒した情報
エレクトロニクスのクラスに分かれて専門性の高い少人数教育を行っている。情報通信・コンピュータ制御と電子デバイスの
２系統の専門科目の教育を発展的に融合することは、各企業からの人材育成ならびに受験生からの要請に応える魅力的な教育
カリキュラムを構築するために必要である。

考慮するべき社会からの要請の一例としては、卒業生の基礎学力レベルの向上と、特定の業種に偏らず技術開発等に対応で
きる技術者としての総合力の育成である。電気工学・電子工学の歴史の中で達成されてきた高い技術レベルの維持の一方で、
技術的進歩はいまだに急激であり、諸外国の製造業との競合も熾烈である。専門分野の変化に対応するためには、基礎学力な
らびに自律的な問題発見・解決能力、持続的学習能力の涵養が必要である。情報通信・コンピュータ制御と電子デバイスの２
系統の科目の統合に加えて、電子応用実験を中心として構成されるプロジェクト・ベースド・ラーニングによる少人数グルー
プでの共同開発経験の涵養、コミュニケ―ションⅠ、Ⅱによる大学卒業時の外国語による情報交換能力の育成等を導入した新
カリキュラム運営体制を構築する。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち電
気電子工学科の入学定員は55名とする。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

山梨大学－12



5.

6.

7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。電気電子工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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(工学部コンピュータ理工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

コンピュータ理工学基礎ゼミ １前 2 ○ 6 9 5 ※講義、実験・実習

小計(1科目) ― 2 0 0 6 9 0 5 0 0 ―

微分積分学I １前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ １後 2 ○ 1
線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 1
確率統計及び演習Ⅰ １前 2 ○ 1 ※演習
確率統計及び演習Ⅱ １後 2 ○ 1 ※演習
離散数学 １後 2 ○ 1
物理学Ⅰ １前 2 ○ 1
物理学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎電気理論 ２前 2 ○ 1
情報理論 ２前 2 ○ 1
情報処理及び実習 １前 3 ○ 1 1 ※実習
プログラミング基礎 １前 2 ○ 1
プログラミング基礎演習 １前 1 ○ 1
プログラミング応用 １後 2 ○ 1
プログラミング応用演習 １後 1 ○ 1
コンピュータ理工学概論 １後 2 ○ 6 9 5
科学技術英語 ３後 2 ○ 1
小計(18科目) ― 21 14 0 6 9 0 5 0 0 ―

２前 2 ○ 1
２前 1 ○ 1
２後 2 ○ 1
３前 2 ○ 1 ※演習

計算機アーキテクチャⅠ １後 2 ○ 1
１後 1 ○ 1

計算機アーキテクチャⅡ ２前 2 ○ 1
ハードウェア基礎実験 ２前 2 ○ 1 1
データベース及び演習 ２前 2 ○ 1 ※演習
オペレーティングシステム ２後 2 ○ 1

２後 1 ○ 1
コンピュータネットワーク ３前 2 ○ 1

３前 2 ○ 1
ＩＴシステム開発実習 ３後 1 ○ 1

２後 2 ○ 1 ※演習
３前 2 ○ 1 ※演習
３前 2 ○ 1
３後 2 ○ 1 1 ※演習
２後 2 ○ 1
３前 2 ○ 1
２後 2 ○ 1
２後 1 ○ 1

情報システムと社会Ⅰ ２前 2 ○ 1
情報システムと社会Ⅱ ２後 2 ○ 1
形式言語とコンパイラ ３前 2 ○ 1
論理と形式手法 ３前 2 ○ 1
数値計算 ３前 2 ○ 1
リスク管理・危機管理概論 ３後 2 ○ 兼1
総合科目１ ３後 2 ○ 1 1 1
総合科目２ ３後 2 ○ 1 1 1
小計(30科目) ― 26 29 0 4 9 0 6 0 兼1 ―

３前 2 ○ 1
感性情報工学 ３後 2 ○ 1
感性情報処理演習 ３後 1 ○ 1
知的システムⅠ ３前 2 ○ 1
知的システムⅡ ３後 2 ○ 1
知的システム演習 ３後 1 ○ 1 1
ディジタル信号処理 ３後 2 ○ 1
組込みシステム ３前 2 ○ 1
組込み情報処理演習 ３後 1 ○ 1

基
礎
教
育

―

専任教員等の配置

備考

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

コンピュータグラフィックス
コンピュータグラフィックス演習

コンピュータネットワーク実習

ソフトウェア工学及び演習Ⅰ
基
礎
工
学

―

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ

計算機アーキテクチャⅠ演習

オペレーティングシステム演習

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ
ソフトウェア設計開発演習I

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ演習

ソフトウェア工学及び演習Ⅱ
ソフトウェアプロジェクト管理
ソフトウェア設計開発演習II
プログラミング言語論
ヒューマンコンピュータインタラクション

応
用
工
学

ビジュアルコンピューティング
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ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
品質管理概論 ４前 2 ○ 1
組込み設計 ２前 2 ○ 兼1
自動車工学 ３前 2 ○ 兼1
電気エネルギー変換工学 ３前 2 ○ 兼1
運動の力学Ⅱ ３前 2 ○ 兼1
システム設計 ３前 2 ○ 兼1
マルチメディア工学 ３前 2 ○ 兼1
電子ディバイス工学Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
航空宇宙工学 ３後 2 ○ 兼1
小計(19科目) ― 0 35 0 3 4 0 3 0 兼9 ―
特別講義I 1・2・3・4通 2 ○ 1
特別講義II 1・2・3・4通 2 ○ 1
実践ものづくり実習 １後 1 ○ 兼1 ※講義
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2 ※講義
インターンシップI 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップII 2・3・4通 1 ○ 1
コンピュータ理工学工学研修Ⅰ ４前・後 1 ○ 6 9 5
コンピュータ理工学工学研修Ⅱ ４前・後 1 ○ 6 9 5
コンピュータ理工学卒業論文 ４通 6 ○ 6 9 5 ※実験
小計(9科目) ― 8 9 0 6 9 0 5 0 兼0 ―
リーダー養成特別演習１ １後 1 ○ 兼5
リーダー養成特別演習２ ２前 1 ○ 1 兼7
リーダー養成特別演習３ ３前 1 ○ 兼4

１通 1 ○ 兼5
２通 1 ○ 4 兼7
３通 1 ○ 兼4

キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 6 9 5
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 6 9 5
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 6 9 5
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 6 9 5
代数学 ２前 2 ○ 兼1
幾何学 ２後 2 ○ 兼1
情報科教育法I ３前 2 ○ 兼1
情報科教育法II ３後 2 ○ 兼1
中等数学科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
情報と職業 ３後 2 ○ 1
小計(18科目) ― 0 0 27 6 9 0 5 0 兼17 ―

― 57 87 27 6 9 0 5 0 兼27 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

学士(工学） 学位又は学科の分野

そ
の
他

―

リーダー養成特別インターンシップ１
リーダー養成特別インターンシップ２
リーダー養成特別インターンシップ３

―

合計(95科目) ―
学位又は称号

設置の趣旨・必要性

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうちコ
ンピュータ理工学科の入学定員は55名とする。

工学関係

特
殊
研
究

情報科学・工学は現代社会の中枢を支える極めて重要な基盤技術である。本学科は旧計算機科学科以来の伝統と先進の気風
を継承しながら、現在の社会・産業界から寄せられる新たな課題や要請、例えば、大規模分散ソフトウェア開発、人に優しい
ユーザインタフェースや仮想現実感技術、感性・知性情報処理、次世代WEB・クラウドサービス、組込みシステム開発技術など
に積極的に対応した教育研究体制を構築し、次世代に期待される真に豊かな高度情報化社会の実現に貢献できる情報科学・工
学系技術者の育成を目的としている。

現在のコンピュータ・メディア工学科の起源は、昭和45年に国立大学に初めて設置された５つの理工系情報学科の一つとし
て設立された旧計算機科学科にあるが、これまでに情報処理技術に精通した多くの卒業生を輩出してきた。現在、学科内には
コンピュータサイエンスコースと情報メディアコースの２コースがあり、少人数教育を実施している。両コースはJABEEによっ
て、情報および情報関連分野のCS (Computer Science) 領域とME (Media Engineering) 領域でそれぞれ教育プログラム認定を
受けている。この２つの教育コースを発展的に融合することは、近年の社会からの要請に応える教育カリキュラムを構築する
ために極めて有効である。

考慮すべき社会の変化の一例としては、近年の産業界からの大規模ソフトウェアの分散開発力の向上に関する強い要請があ
る。このようなニーズに応えるためには、従来の情報科学・工学の教育に加えて更に、ソフトウェア開発の全体像を理解する
ための要求分析や妥当性検証、あるいは開発保守運用のマネジメントといったライフサイクルなどを学ぶ必要である。また別
の要請としては、Googleに代表されるような真に創造的なソフトウェアやシステムの開発がある。これに対応するためには、
新しいアイディアを即座に実現化できるプログラミング・システム開発能力の涵養と、それを支える数理科学および人間科学
（感性・知性系）に関する理学的素養の修得が極めて重要である。また情報工学の進歩は未だ急激であり、これに対応するた
めには、堅固な基礎学力とその上の問題発見・解決能力および継続的学習能力を涵養する必要がある。これらの要請に答える
ために、現在の２コース体制を発展的に統合して、共通の専門基礎科目の強化に加えて、専門性を育む複数トラック制やPBL教

応
用
工
学

―

学科名称は「コンピュータ理工学科」とする。新学科では従来にも増して数理科学や人間科学（感性・知性系）に関する理
学的教育を充実させることを強調する目的で「理工学科」を採用している。英語名は Department of Computer Science and
Engineering である。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

山梨大学－16



4.

5.

6.

7.

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。コンピュータ理工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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(工学部情報メカトロニクス工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

情報メカトロニクス工学基礎ゼミ １前 2 ○ 6 9 6 ※講義、実験・実習

小計（1科目） ― 2 0 0 6 9 0 6 0 0 ―

線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 1
解析学 ２後 2 ○ 1
微分方程式 ２前 2 ○ 1
微分積分学Ⅰ １前 2 ○ 1 兼1
微分積分学Ⅱ １後 2 ○ 1 兼1
情報処理及び実習 １前 2 ○ 1 1 ※実習
プログラミング入門 １前 2 ○ 1 1
情報理論 2前 2 ○ 1
確率・統計学 ２前 2 ○ 1
コミュニケーション ２後 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅲ ２前 2 ○ 1
基礎化学 １後 2 ○ 兼1
科学の作法 １前 2 ○ 1 2 1
物理学実験 １前 2 ○ 1 4
技術者倫理 ２後 2 ○ 兼1
小計（18科目） ― 18 18 0 6 6 0 6 0 兼5 ―

１後 2 ○ 1 2
２前 2 ○ 1 2
２後 2 ○ 1 2
３前 2 ○ 1 6
３後 2 ○ 1 6

科学技術英語 ４前 2 ○ 6 9
情報メカトロニクス製図 ２前 2 ○ 1 1
材料と力学Ⅰ １前 2 ○ 1
材料と力学Ⅱ １後 2 ○ 1
機械要素Ⅰ ２前 2 ○ 1
流れの科学 ３後 2 ○ 1
運動の力学Ⅰ ２後 2 ○ 1 1 1
運動の力学Ⅰ演習 ２後 1 ○ 1 1
信号とシステム １前 2 ○ 1
信号とシステム演習 １前 1 ○ 1 1
アナログ回路Ⅰ ２前 2 ○ 1
デジタル回路Ⅰ ３前 2 ○ 1 1
アナログ回路Ⅱ ２後 2 ○ 1
計測とセンサ １後 2 ○ 1 1
組込みプログラミングⅠ １後 2 ○ 1

１後 2 ○ 1 1
組込みソフトウェア構成法 ２後 2 ○ 1
組込み設計 ２前 2 ○ 1
組込み設計演習 ２後 1 ○ 1
組込みアーキテクチャ ３前 2 ○ 1
小計（25科目） ― 14 33 0 6 9 0 6 0 0 ―
システム制御工学 ３前 2 ○ 1
システム制御工学演習 ３前 1 ○ 1

３後 1 ○ 6 9
機械要素Ⅱ ３前 2 ○ 1 1
機械加工学 ３後 2 ○ 1
システム設計 ３前 2 ○ 1
デジタル回路Ⅱ ３後 2 ○ 1
組込みプログラミングⅡ ２前 2 ○ 1 1
コンピュータ制御 ３後 2 ○ 1
運動の力学Ⅱ ３前 2 ○ 1 1
マルチメディア工学 ３前 2 ○ 1
数値計算 ３後 2 ○ 1
デバイス工学 ３後 2 ○ 1
品質管理・安全 ３後 2 ○ 1 1 1

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

基
礎
教
育

―

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
工
学

―

情報メカトロニクス工学実習Ⅰ
情報メカトロニクス工学実習Ⅱ
情報メカトロニクス工学実習Ⅲ
情報メカトロニクス工学実験Ⅰ
情報メカトロニクス工学実験Ⅱ

組込みプログラミングⅠ演習

応
用
工
学

情報メカトロニクス工学演習
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電池工学 ３前 2 ○ 兼1
自動車工学 ３前 2 ○ 兼1
航空宇宙工学 ３後 2 ○ 兼1
電気エネルギー変換工学 ３前 2 ○ 兼1
電子デバイス工学Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
コンピュータネットワーク ３前 2 ○ 兼1
情報システムと社会Ⅰ ２前 2 ○ 兼1
小計（21科目） ― 4 36 0 6 9 0 4 0 兼7 ―
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1 ※講義
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
リスク管理・危機管理概論 ３後 2 ○ 兼1
ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2 ※講義

４前 2 ○ 1 1 1
４通 6 ○ 6 9 6 ※実験

小計（8科目） ― 8 9 0 6 9 0 6 0 兼4 ―
キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 6 9 6
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 6 9 6
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 6 9 6
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 6 9 6
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 1 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
職業指導第一 ４前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 ４前・後 2 ○ 兼1
小計（10科目） ― 0 0 17 6 9 0 6 0 兼8 ―

― 46 96 17 6 9 0 6 0 兼24 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

5.

応
用
工
学

情報メカトロニクス工学実践
情報メカトロニクス工学卒業論文

―

特
殊
研
究

―

そ
の
他

―

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
合計（83科目） ―

設置の趣旨・必要性

産業・民生用ロボットなどの電子機械製品では、センサーやモータからなる部品をソフトウェアで制御して高度な機能を実
現している。これらの設計・開発には、構造の力学的理解、電子回路の知識、制御ソフトウェアの技法が不可欠である。従来
の工学部教育においてはこれらの技術者を機械系、電気系、情報系学科で「基礎から応用」の理念の下、これらの専門知識を
限定的に教育していた。しかしながら企業での製品開発においては機械系、電気系、情報系技術者の協働作業であるため、個
別の専門知識とともに、周辺の知識も不可欠である。さらに協働開発を進めるスキル習得も重要である。これらの専門知識や
スキルを有した技術者養成が本学科の目的である。そのために従来型のボトムアップ（基礎から応用へ）の教育では無く、
トップダウン（ものづくりから基礎へあるいは全体から詳細へ）の教育が本学科の理念である。このような理念のもと、学士
課程からの教育で「全体から詳細へ」を思考基盤とする技術者を養成する学科として、機械系、電気電子系、情報系の教員か
らなる学科を設置することとした。この「全体から詳細へ」教育の具体化のため、１年次からの実習「情報メカトロニクス工
学実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」をPBLとして実現し、「材料と力学」、「信号とセンサー」、「プログラミング入門」などの座学授業もこ
のPBLを効果的にするように配置している。

機械・電気・情報が重なる境界学問分野の代表的名称は、メカトロニクスである。この言葉はロボットなどの制御システム
製品に強い産業競争力を持つ日本で生まれた和製英語である。そして現在研究者だけで無く企業活動の説明などによく使われ
るようになっている。また、大学の学科名称にも使われ始めている。しかしこの言葉は機械系から使用されていることもあ
り、情報系ではより情報色の強い「組み込み」の言葉も生まれている。そこで情報技術を従来のメカトロニクスにより多く取
れ入れることを表すために新しい名称として「情報メカトロニクス工学科（Department of Mechatoronics）」を採用した。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち情
報メカトロニクス工学科の入学定員は55名とする。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。情報メカトロニクス工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。
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6.

7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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(工学部土木環境工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

土木環境工学基礎ゼミ １前 2 ○ 9 11 0 3 0 ※講義、実験・実習

小計（1科目） ― 2 0 0 9 11 0 3 0 0 ―

線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 兼1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅰ １前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ １後 2 ○ 兼1
基礎数学及び演習 １後 2 ○ 兼1 ※演習
微分方程式Ⅰ ２前 2 ○ 兼1
微分方程式Ⅱ ２後 2 ○ 兼1
基礎統計学 １前 2 ○ 1
応用統計学 １後 2 ○ 1
情報処理及び実習 １前 2 ○ 1 ※実習
数値計算及び実習 ２前 2 ○ 1 ※実習
基礎物理学Ⅰ及び演習 １前 3 ○ 1 ※演習
基礎物理学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅲ ２後 2 ○ 1
応用物理学 １後 2 ○ 1
基礎化学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎化学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎化学Ⅲ ２後 2 ○ 1
基礎生物学 １後 2 ○ 1
コミュニケーション １後 2 ○ 1 5 3 ※演習
小計（20科目） ― 2 39 0 6 7 0 3 0 兼7 ―
土木環境デザイン １後 1 ○ 2 ※演習
測量学第一 ２後 2 ○ 兼1
測量学第二 ３後 2 ○ 兼1
測量学実習第一 ３前 1 ○ 2 1
測量学実習第二 ３前 1 ○ 2 1
技術者倫理 ３後 1 ○ 1 1 ※演習

１後 1 ○ 2
２後 1 ○ 1 4 2

建設材料学及び演習 ２前 3 ○ 1 1 ※演習
コンクリート構造学第一 ２後 2 ○ 1
建設工学実験Ⅰ ３前 1 ○ 1
構造力学及び演習第一 ２前 3 ○ 2 ※演習
構造力学第二 ２後 2 ○ 1
土質力学及び演習第一 ２前 3 ○ 1 1 ※演習
土質力学第二 ２後 2 ○ 1
建設工学実験Ⅱ ３前 1 ○ 1
水理学及び演習第一 ２前 3 ○ 1 ※演習
水理学第二 ２後 2 ○ 1
水理学第三 ３前 2 ○ 1
計画学基礎及び演習 ２後 3 ○ 1 1 ※演習
都市計画 ２後 2 ○ 1
防災工学Ⅰ ２後 2 ○ 1 1
リスク管理・危機管理概論 ２後 2 ○ 1
衛生工学及び演習 ２前 3 ○ 2 ※演習
環境生態学 ２後 2 ○ 1
環境工学概論 ２後 2 ○ 2 2
環境工学実験 ３前 1 ○ 2 2 2
小計（27科目） ― 31 20 0 8 11 0 3 0 兼2 ―
建設学大意 ４前 2 ○ 兼1

３後 1 ○ 2 3 ※講義
４前 1 ○ 2 4 ※講義

コンクリート構造学第ニ ３前 2 ○ 1
構造動力学 ２後 2 ○ 1
構造設計論 ３後 2 ○ 1
土質工学第一 ３前 2 ○ 1
土質工学第ニ ３後 2 ○ 1
水文学 ３前 2 ○ 1
総合河川学 ３後 2 ○ 1

応
用
工
学

備考

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

基
礎
教
育

―

基
礎
工
学

―

エンジニアリング・デザイン入門
土木環境科学実験１または２

エンジニアリング・デザインⅠ
エンジニアリング・デザインⅡ

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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水資源学 ３後 2 ○ 1
交通計画 ２後 2 ○ 1
交通工学 ３前 2 ○ 1
景観工学 ３前 2 ○ 1
防災工学Ⅱ ３前 2 ○ 1 1
水処理工学 ３前 2 ○ 1
廃棄物管理工学 ３前 2 ○ 1
水質学 ３前 2 ○ 1
環境生物工学 ３後 1 ○ 1
小計（19科目） ― 3 32 0 8 11 0 0 0 兼1 ―
ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
品質管理概論 ４前 2 ○ 兼1
実践ものづくり実習 １後 1 ○ 兼1 ※講義
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2 ※講義
土木環境行政法 ４前 1 ○ 2 兼1
特別講義第一 ３前・後 1 ○ 1
特別講義第ニ ３前・後 1 ○ 1
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
土木環境工学英文購読 ３後 1 ○ 9 11 3
土木環境工学卒業論文 ４通 6 ○ 9 11 3 ※実験
小計（11科目） ― 10 9 0 9 11 0 3 0 兼5 ―
キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 9 11 3
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 9 11 3
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 9 11 3
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 9 11 3
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 1 兼1 ※講義
職業指導第一 ４前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 ４前・後 2 ○ 兼1
小計（10科目） ― 0 0 17 9 11 0 3 0 兼8 ―

― 48 100 17 9 11 0 3 0 兼23 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

5.

応
用
工
学

―

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

特
殊
研
究

―

合計（88科目） ―

そ
の
他

―

設置の趣旨・必要性

我が国は世界のわずか0.25％の国土で約13％の被害額が発生する災害大国であり、大規模災害への備えが必要とされてい
る。災害に強い社会基盤の整備は、我が国にとって重要な課題のひとつとなっている。

一方、新規の建設需要は停滞傾向にあるものの、社会基盤の維持管理・修繕事業が注目を集めている。これら事業が建設
マーケットに占める割合は25％にも達し、この10年で倍増している。例えば、建設後50年経過する道路橋の割合は、現在は
６％ほどであるが、20年後には約50％に達すると見積もられており、維持管理技術や修繕・補強技術の重要性が高まってい
る。さらに、建設事業活動に伴う環境負荷の低減や質の高い生活空間・環境の維持に対する取り組みも重要な課題の一つと
なっている。

こうした状況の下、就業者の高齢化や団塊世代の技術者のリタイアにより、技術の継承が大きな課題となっている。また、
少子化や理工系離れの増加、新規学卒者の入職者数の減少が著しく、将来の人材不足が懸念されている。

このように、環境保全も含む建設業は依然として一定の活動を必要とされており、快適で住みやすい生活空間・環境を未来
世代に残し、持続可能な社会を創生していくために不可欠なこの分野を担う質の高い技術者を社会に送り出すことは今後も必
要である。

本学科では上記情勢に幅広く対応できる技術者を養成するため教育内容の改善を図る。これまで特定の専門分野に重点を置
いた技術者養成を目的としてコース制を採用してきたが、これを廃止し、全学生に土木環境工学の基礎に関する知識・技術を
満遍なく履修・習得させるカリキュラムを構築する。履修内容としては，まず，数学，物理学，化学，生物学の基礎を習得さ
せて技術者としての知的基盤を固めた後、専門科目の履修を通して、問題解析・分析能力、学習および問題解決能力、問題把
握と知識応用能力、計画立案・管理・実行能力、目標達成能力および各種制約条件の下で仕事を遂行するエンジニアリング・
デザイン能力の付与を図る。また、技術者倫理等を通した技術者としての責務の自覚、コミュニケーション関連科目を通した
論理的な表現・伝達能力の養成も図る。さらに、専門の基礎的科目には演習を付し、また実験科目はすべて必修とすること
で、座学に偏らない実践的教育にも配慮する。

なお、履修科目のカバーする専門領域が従来と大きく変わるものではないことから、学科名称はこれまで同様「土木環境工
学科（Department of Civil and Environmental Engineering）」とする。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち土
木環境工学科の入学定員は55名とする。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。土木環境工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。
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6.

7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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(工学部応用化学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

応用化学基礎ゼミ １前 2 ○ 5 7 4 兼4 ※講義、実験・実習

小計（1科目） ― 2 0 0 5 7 0 4 0 兼4 ―

線形代数学Ⅰ １前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅰ １前 2 ○ 兼1
線形代数学Ⅱ １後 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ １後 2 ○ 兼1
微分方程式Ⅰ ２前 2 ○ 兼1
情報処理及び実習 １後 2 ○ 兼1 ※実習
基礎物理学Ⅰ １後 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅱ ２前 2 ○ 兼1
入門物理学 １前 1 ○ 兼1
基礎物理化学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎無機化学 １前 2 ○ 1
基礎有機化学Ⅰ １前 2 ○ 1
基礎有機化学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎物理化学Ⅱ １後 2 ○ 1
基礎分析化学 １後 2 ○ 1
基礎材料科学 ２前 2 ○ 1
化学実験 ２後 2 ○ 2 1 1
ものづくり基礎ゼミ １後 1 ○ 5 7 4 兼4
機械加工及び実習 ２前 2 ○ 兼1 ※実習
リスク管理・危機管理概論 ２後 2 ○ 兼1
技術者倫理 ２後 2 ○ 兼1
小計（21科目） ― 27 13 0 ― 5 7 0 4 1 兼14 ―
有機化学第一 ２前 2 ○ 1
物理化学第一 ２前 2 ○ 1
物理化学第二 ２前 2 ○ 1
物理化学演習 ３後 1 ○ 1 1
分析化学 ２前 2 ○ 1
分析化学演習 ３後 1 ○ 1
無機化学 ２前 2 ○ 兼2
無機化学演習 ３前 1 ○ 1
有機化学第二 ２後 2 ○ 1
量子化学 ２後 2 ○ 1
有機化学演習 ３後 1 ○ 1
化学技術英語 ３後 2 ○ 兼1
基礎電気化学 ２後 2 ○ 兼1
高分子合成化学 ２後 2 ○ 1
材料物性 ２後 2 ○ 1
ものづくり発展ゼミⅠ ２前 1 ○ 5 7 4 兼4
ものづくり発展ゼミⅡ ２後 1 ○ 5 7 4 兼4
応用化学実験Ⅰ ３前 3 ○ 1 1
応用化学実験Ⅱ ３前 3 ○ 1 1 2
応用化学実験Ⅲ ３後 3 ○ 3
応用化学実験Ⅳ ３後 3 ○ 5 7 4 兼4
小計（21科目） ― 18 22 0 5 7 0 4 0 兼6 ―
安全環境化学 ２前 2 ○ 1
化学工学演習 ３前 1 ○ 1
化学工学 ３前 2 ○ 兼2
無機機器分析 ３前 2 ○ 1
有機機器分析 ３後 2 ○ 1
高分子物性 ３前 2 ○ 1
有機工業化学 ３後 2 ○ 1
無機工業化学 ３後 2 ○ 1
小計（8科目） ― 0 15 0 4 2 0 1 0 兼2 ―
実践ものづくり実習 １後 1 ○ 兼1 ※講義
物質工学研修Ⅰ ４前 1 ○ 5 7 4 兼4
物質工学研修Ⅱ ４後 1 ○ 5 7 4 兼4
ベンチャービジネス論 ４前 2 ○ 兼1
品質管理概論 ４前 2 ○ 兼1
特別講義第一Ａ ４前 1 ○ 兼2

特
殊
研
究

基
礎
教
育

応
用
工
学

―

備考

基
礎
工
学

―

専任教員等の配置

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ ―

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態
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特別講義第一Ｂ ４前 1 ○ 兼2
特別講義第ニＡ ４前 1 ○ 兼2
特別講義第ニＢ ４前 1 ○ 兼2
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
応用化学卒業論文 ４通 6 ○ 5 7 4 兼4 ※実験
小計（12科目） ― 8 11 0 5 7 0 4 0 兼14 ―
リーダー養成特別演習１ １後 1 ○ 兼5
リーダー養成特別演習２ ２前 1 ○ 1 兼7
リーダー養成特別演習３ ３前 1 ○ 兼4

１通 1 ○ 兼5
２通 1 ○ 1 兼7
３通 1 ○ 兼4

キャリア形成実習１ ２前 1 ○ 5 7 4
キャリア形成実習２ ２後 1 ○ 5 7 4
キャリア形成実習３ ３前 1 ○ 5 7 4
キャリア形成実習４ ３後 1 ○ 5 7 4
ＰＢＬものづくり実践ゼミ ３後 2 ○ 兼2 ※講義
中等理科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 1 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
小計（14科目） ― 0 0 19 5 7 0 4 0 兼18 ―

― 55 61 19 5 7 0 4 1 兼41 ―

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

5.

6.

合計（77科目） ―
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

―

特
殊
研
究

そ
の
他

―

リーダー養成特別インターンシップ１
リーダー養成特別インターンシップ２
リーダー養成特別インターンシップ３

設置の趣旨・必要性

応用化学分野は、21世紀発展に欠くことのできない環境・エネルギー、医療・福祉分野と深く関係する。これらの分野及び
機械・輸送、電気・電子等の先端機器開発において新素材開発は極めて重要な役割を果たす。これまで「応用化学科」では教
員のきめ細かい指導により、素材技術開発を通して人類の福祉と持続的社会の発展に貢献できる人材を育成してきた。本改組
では、日日進歩する先端技術を支える新素材の開発に通用する高度専門技術者を養成することを目的としてカリキュラムの見
直しを行い、新「応用化学科」(Department of Applied Chemistry)として、学部と大学院修士課程（応用化学専攻）の６年間
で新素材に関する基礎から応用までを修得できる体制を整える。

学部・修士課程一貫教育における学部教育では、大学院での高度な専門教育に対応できるように基礎教育および専門基礎教
育をさらに充実させ、大学院教育では新素材の創製や材料の構造制御による新規な高機能・高性能材料の創製などの独創的か
つ先端的な学術研究を通して、専門分野における理論と研究に関する基礎的知識を修得させる。この一貫教育で、高度専門技
術者に求められる的確な問題解決能力と応用力を養い、産業の持続的発展と人類の福祉に貢献できる発想力の豊かな人材を育
成する。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち応
用化学科の入学定員は55名とする。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。応用化学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。
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7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

別紙（35頁～37頁）のとおり

先端材料理工学基礎ゼミ 1前 2 ○ 5 5 0 3 0 兼11 ※講義、実験・実習

小計(1科目) － 2 0 0 5 5 0 3 0 兼11

入門物理I 1前 3 ○ 1 1 ※実習
入門物理II 1後 3 ○ 1 1 ※実習
初等力学 1後 2 ○ 兼1
振動・波動論 2前 2 ○ 1
物理学実験 2前 2 ○ 1 兼2
入門化学Ⅰ 1前 3 ○ 1 兼3 ※実習
入門化学Ⅱ 1前 2 ○ 1
熱力学 1前 2 ○ 兼1
化学実験 1後 2 ○ 1 兼1
化学反応論 2前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅰ 1後 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 2前 2 ○ 1
数学演習I 1前 1 ○ 1
数学演習II 1後 1 ○ 1
情報処理及び実習 1後 2 ○ 1 ※実習
熱力学演習 1前 1 ○ 兼2
小計(18科目) － 27 9 0 3 5 0 3 0 兼8 －
ベクトル・フーリエ解析 1後 2 ○ 1
確率・統計学 2前 2 ○ 1
複素関数論 2前 2 ○ 1
常微分方程式 2前 2 ○ 1
偏微分方程式 2後 2 ○ 1
化学平衡論 1後 2 ○ 1
初等量子論 2前 2 ○ 兼1
分光学 3後 2 ○ 1
電磁気学 2後 2 ○ 1
電磁気学演習 2後 1 ○ 1
量子力学 2後 2 ○ 1
量子力学演習 2後 1 ○ 1
固体物理学 3前 2 ○ 兼1
基礎材料化学 2後 2 ○ 兼1
無機材料工学 3前 2 ○ 兼2
材料物性 3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1
半導体デバイス工学 3前 2 ○ 兼1
基礎工学演習Ⅰ 1後 1 ○ 1
基礎工学演習Ⅱ 2前 1 ○ 1
プログラミング序論及び実習 2前 2 ○ 1 兼1 ※実習
基礎工学実験I 2前 2 ○ 兼4
基礎工学実験II 2後 2 ○ 1 2
科学技術英語 3前 2 ○ 1
プレゼンテーション 3後 2 ○ 1
小計(25科目) － 16 30 0 5 5 0 2 0 兼7 －
統計力学 3後 2 ○ 1
応用統計学 3前 2 ○ 1
流体力学 3後 2 ○ 1
表面科学 3前 2 ○ 1
結晶科学 3後 2 ○ 兼1
固体分析科学 2後 2 ○ 兼1
光物性物理学 3前 2 ○ 1
量子光学 3前 2 ○ 1
機能デバイス工学 3後 2 ○ 1
有機材料工学 3後 2 ○ 1
化学工学 4前 2 ○ 兼2
半導体プロセス工学 3後 2 ○ 1
電気エネルギー変換工学 4前 2 ○ 兼1
応用工学実験I 3前 2 ○ 5 5 3 兼11
応用工学実験II 3後 2 ○ 5 5 3 兼11
小計(15科目) － 4 26 0 5 5 0 3 0 兼12 －

－

配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

基
礎
教
育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）
（工学部先端材料理工学科）

部門 授業科目の名称 備考

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ

基
礎
工
学

－

金属・半導体合成プロセス工学

応
用
工
学

－
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特別講義第一 集中講義 2 ○ 兼1
特別講義第二 集中講義 2 ○ 兼1
特別講義第三 集中講義 2 ○ 兼1
特別講義第四 集中講義 2 ○ 兼1
特別講義第五 集中講義 2 ○ 兼1
特別講義第六 集中講義 2 ○ 兼1
インターンシップⅠ 2・3・4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2・3・4通 1 ○ 1
英語研修 4通 2 ○ 5 5 3 兼11
先端材料工学卒業論文 4通 6 ○ 5 5 3 兼11 ※実験
技術者倫理 4前 2 ○ 兼1
小計(11科目) － 8 16 0 5 5 0 3 0 兼13 －
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1 ※講義
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2 ※講義
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 5 5 3
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 5 5 3
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 5 5 3
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 5 5 3
中等数学科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
中等理科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼2
代数学 2前 2 ○ 兼1
幾何学 2後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼3
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義
小計(12科目) － 0 0 20 5 5 0 3 0 兼12 －

－ 57 81 20 5 5 0 3 0 兼27 －

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色
1.

2.

3.

4.

5.

6.

そ
の
他

－

特
殊
研
究

－

合計（82科目） －
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

設置の趣旨・必要性

新エネルギー及び省エネルギー技術、工業製品の製造、リサイクルにおける環境保全技術は現代の主要な技術的課題であ
る。新規材料開発及び材料製造技術（ナノ加工など）は、その枢要な部分をなす。この分野のエンジニアを養成するために、
これまで山梨大学工学部の複数の学科（機械工学科、電子電気工学科、応用化学科）やクリスタル科学研究センターなどに分
散されて配置されていた、物性、材料化学、光学、などを専門とする教員を集め、先端材料理工学科を設置する。

工学の目的は最終的な製品、技術という広い意味でのもの造りにある。ところが社会が要求するその製品、技術は極めて短
期間に変化することも珍しくない。それに比して大学が育成する技術者の寿命ははるかに長い。大学における二十代の学生に
対する教育を考える時、この時期に習得すべき基礎知識、能力が存在し、それらは技術者として活躍し始めると学習の機会を
失う可能性がある。特に材料開発工学においては、特に、基礎科学を大学において学んでおくことが肝要である。本学科にお
いては、物理、化学といった分野で共通した知識、具体的には、古典力学、量子力学、電磁気学、物理化学、物性論などの知
識を厳選して系統的に効率良く学習することによって、将来の工学に対する社会のめまぐるしい要求の変化に持続的に、毎度
原点にさかのぼることなく、いつでも対応できる息の長い技術者を養成する。

先端材料理工学は物質の構造や、性質、反応などを決める法則を探求する学問の総称である。本学科を目標とする物理、科
学、数学の基礎知識を身につけ、それを社会に還元することは先端材料工学の工学への応用そのものである。よって先端材料
理工学科（Department of Science for Advanced Materials）と呼ぶ。

学科・コースという階層構造をやめ、教育ユニットとして適正な規模で専門性が見えやすい７学科の構成とし、そのうち先
端材料理工学科の入学定員は35名とする。

入試における第２志望制度、１年修了時における転学科（セカンドチャレンジ）制度を設けることにより、多様化した入学
生の実態に対応する。

新しい学科構成は、この間行ってきた修士課程の教育課程編成と整合性をもち、見通しの良い６年一貫教育システムとな
る。

工学基礎力を養成するためのカリキュラム改善と自発的学習支援を担う工学基礎教育センターを設け、専任教員を配置す
る。工学基礎教育センターは、学部教育委員会内の数学教育、物理教育の各部会の中心的メンバーとなり、学士課程及び修
士課程の基礎教育カリキュラムの改善、高大接続をスムーズに行うための教育的措置、共創学習支援室の運営にあたる。

エンジニアリングデザイン能力養成を教育目的の柱に据え、すべての学科で開講する。エンジニアリングデザイン教育涵養
の集大成としての卒業論文等と併せて、学部卒であっても、中堅エンジニアとして社会で活躍できるだけの基礎能力を十分
に身につけさせる。先端材料理工学科で設定したエンジニアリングデザイン科目を下表に示す。

学科間に共通する応用工学科目を複数学科で履修可能とし、高学年での専門選択に柔軟性を持たせる。具体的には、システ
ム系４学科（機械工学科、電気電子工学科、コンピュータ理工学科、情報メカトロニクス工学科）に共通する科目、材料系
学科（応用化学科、先端材料理工学科）に共通する応用工学科目を開設し境界領域に興味関心を持つ学生に対応する。具体
的に設定している学科間共通科目は以下のとおりである。
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7.

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下の要件を満たし全学共通教育科目、学部基礎ゼミ及び専門科目を合わ
せ１２４単位以上を修得すること。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得す
ること。
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目部門から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
２．学部基礎ゼミを２単位修得すること。
３．専門科目（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部
門）については、次の要件を満たし９０単位以上修得すること。
（１）基礎教育部門から２８単位以上修得し、基礎工学部門と合わせ６４
単位以上修得すること。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

JABEEの認定を継続して取得することを目指す学科においては、JABEE基準に合致した教育課程を編成する。

学科間共通科目（●開講学科、○受講学科）

自動車工学 ● ○ ○ ○

航空宇宙工学 ● ○ ○ ○

電気エネルギー変換工学 ○ ● ○ ○ ○

電子ディバイス工学Ⅱ ○ ● ○ ○

コンピュータネットワーク ○ ○ ● ○

情報システムと社会Ⅰ ○ ● ○

組込み設計 ○ ○ ○ ●

運動の力学Ⅱ ○ ○ ○ ●

システム設計 ○ ○ ○ ●

マルチメディア工学 ○ ○ ○ ●

材料物性 ● ○

量子光学 ○ ○ ●

化学工学 ○ ●

電池工学 ○ ○ ○

情報メカトロ

ニクス工学科

「電池工学」

はクリーンエ

ネルギーセン

ター教員が担

当

科目名 学科名 機械工学科
電気電子工

学科

コンピュータ

理工学科
応用化学科

先端材料理

工学科
備考
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 1 〇 4 4 兼１０ ※実技

１後 1 〇 3 2 兼８ ※実技

1・2前後 2 〇 10 兼３ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 〇 1 兼３ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 ○ 1 1 兼１

１前後 2 〇 1

2 8 0 15 5 0 0 0 兼１８

１前 2 〇 2 4 兼４

１前 2 〇 1 3 兼３

１前 2 〇 2 兼２

１後 2 〇 1 3 兼６

１後 2 〇 1 3 兼４

１後 2 〇 1 2

１前 4 〇 1

１後 4 〇 1

2前後 2 〇 2 8 兼３

2前後 2 〇 1 4 兼７

2前後 2 〇 2 兼４

2前後 2 〇 4 兼８

2前後 2 〇 2 兼１

1・2・3・4前 1 〇 1

1・2・3・4後 1 〇 1

1・2・3・4前 1 〇 1

1・2・3・4後 1 〇 1

1・2・3・4前後 1 〇 2 兼２ 集中

1・2・3・4前後 1 〇 2 兼２ 集中

2・3・4前 6 〇 1 兼１

2・3・4後 6 〇 1 兼１

１前 2 〇 1 兼６

１後 2 〇 1 兼６

１前 2 〇 1 兼１

１後 2 〇 1 兼１

２前 2 ○ 兼６

２前 2 ○ 兼１

２後 2 ○ 兼６

２後 2 ○ 兼１

２前 6 〇 1 兼１

２後 6 〇 1 兼１

１前 2 〇 2 1

１後 2 〇 2 1

１前 2 〇 1

１後 2 〇 1

２前 2 〇 1

２前 2 〇 1

２後 2 〇 1

２前 6 〇 1 1

２後 6 〇 1 1

１前 2 〇 1 兼１２

１後 2 〇 1 兼１２

１前 2 〇 兼２

１後 2 〇 兼２

中国語初級Ⅰ

フランス語演習Ⅰ

フランス語演習Ⅱ

中国語初級Ⅱ

中国語演習Ⅰ

中国語演習Ⅱ

フランス語Intensive90-Ⅰ

フランス語Intensive90-Ⅱ

フランス語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

フランス語中級Ⅰ（総合）

フランス語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

フランス語初級Ⅰ

フランス語初級Ⅱ

ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語演習Ⅰ

ドイツ語演習Ⅱ

ドイツ語中級Ⅰ（総合）

Intensive15-Ⅰ（英語）

ドイツ語Intensive90-Ⅱ

Intensive15-Ⅱ（英語）

Intensive90-Ⅰ（英語）

Intensive90-Ⅱ（英語）

ドイツ語初級Ⅰ

ドイツ語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

ドイツ語Intensive90-Ⅰ

ドイツ語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

英語ＢⅢ

ＴＯＥＦＬⅠ

e-ラーニングⅢ

e-ラーニングⅣ

e-ラーニングⅠ

e-ラーニングⅡ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ（上級）

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（上級）

人
間
形
成
科
目

生活と健康Ⅰ

キャリア形成論

小計（６科目）

英語ＡⅠ

英語ＡⅡ

英語ＡⅢ

英語ＢⅠ

英語ＢⅡ

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

（別添１－２）

職業選択支援プログラム

キャリア形成のための作文演習

人間形成論

教育課程等の概要（事前伺い）
（全学共通教育科目）

科目
区分

全
学
共
通
教
育
科
目

語
学
教
育
科
目

生活と健康Ⅱ

ＴＯＥＦＬⅡ

総合英語
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２前 2 〇 1 兼２

２前 2 〇 兼３

２後 2 〇 1 兼２

２後 2 〇 兼３

２前 4 〇 1 兼１

２後 4 〇 1 兼１

12 114 0 4 11 1 0 0 兼３３

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼１

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 2

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前後 2 〇 1 兼１

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前後 2 〇 1 兼７ ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1 兼１３ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 3 1 2 兼７ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前後 2 〇 1 兼４ ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼３ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼１

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 4 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 5 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 1地球の見方

これからの機械技術

人間と機械

哲学のさまざまな問題

経営管理（マネジメント）

子どもとジェンダー

科学技術史入門

人間とコンピュータ

【環】地球環境化学とエネルギー

天文学への誘い

確率的見方

ヒトに至る生命の歴史

生物学の様子

染色の科学

子どもと自然

現代生活とバイオテクノロジー

ワインと宝石

材料と技術

家庭の中のエレクトロニクス

教育問題から見た現代社会

保育・子育ての現在

現代社会と教育

こころと体の障害の理解と支援

環境政策の展開

映像で考える子どもと教育

人間理解の心理学

放射線と現代

日本文学環境論

小説における〈他者〉の問題

ものといのち

文化記号論

経営分析のためのデータ解析

スポーツ映画に見る現代社会

住まいの地方性

山梨学

社会変動と人間

特別支援教育総論

現代日本の政治と政策

投資と資産形成

理系女性のキャリア形成

科学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

源氏物語を読む

企業概論

生活設計論

禅と文化

日本古代の政治と文化

考古学について

経済学の目で見ると

生活と会計

日本国憲法

ヨーロッパ中世の諸相

山梨大学から見る大学の歴史と現在

教育史を通して見る日本の近代現代

歴史認識

メディアと人間

子どもと文化

中国語中級Ⅱ（総合）

中国語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語Intensive60-Ⅱ

小計（５０科目）

国語表現

中国語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語中級Ⅰ（総合）

日本文学作品論Ⅱ

中国語Intensive60-Ⅰ

全
学
共
通
教
育
科
目

語
学
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目
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1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 3 5 3

1・2・3・4前後 1 〇 兼１ 集中

1・2・3・4前後 2 〇 1 集中

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前後 2 〇 兼２

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 8 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 8 2 2 兼１ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 5 2 3 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼１

1・2・3・4後 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼１

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼１

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前後 2 〇 兼１

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 2 3 1 兼６ ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 ○ 兼１

0 233 0 84 67 13 10 0 兼４７

（合計１７３科目） 14 355 0 97 77 13 10 0 兼９３

現代政治のイシュー

世界の学校・日本の学校

アジアの人々

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

ボランティア理論

世界近現代史の潮流と日本

映像を通じて見る異文化

ピアノを弾こう

音楽の分析と表現

異文化間コミュニケーション

ダンス・セラピー

東洋音楽鑑賞

ミュージカルを歌おう

余暇社会の身体活動

球技スポーツの魅力

運動と遊び

スポーツ考現学への誘い

健康なからだ論

パーソナリティ心理学

こころの健康づくり

ウイルスと人間Ｂ

心理学への誘い

音楽の即興表現

死生学入門

社会と文化の心理学

アンサンブルの楽しみ

医療の最先端

社会における看護と介護

社会の中の医療・医学

人体の生命科学

写真の歴史

健康社会学

アウトドアパスーツⅠ

アウトドアパスーツⅡ

健康科学

スポーツマッサージ入門

かたちの不思議と幾何学的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

生命倫理

感性による造形

スポーツとダイエットの科学

自然災害と都市防災

ウイルスと人間Ａ

電気とコンピュータ

水圏植物の生物学

子どもと事象の数理

数学的見方

魔方陣から現代数学へ

物理パズルで親しむ身近な自然現象

依存の科学

ガイア仮説と地球システム科学

クリスタルサイエンス

【環】環境マネジメント概論

ワイン製造及び体験実習

生命科学と社会

数理の発想でみる自然・社会・人間

医工学と現代社会

一般相対性理論への招待

電子音楽の世界

小計（１１７科目）

教
養
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目
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【既設】(工学部機械システム工学科 機械デザインコース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

機械システム工学入門ゼミ 1前 2 ○ 5 6 7

小計(1科目) － 2 0 0 5 6 0 7 0 0

微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
微分方程式Ⅰ 2前 2 ○ 1
微分方程式Ⅱ 2後 2 ○ 1
解析学 3前 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 2 ○ 1 1
確率・統計学及び演習 1後 2 ○ 1
数値計算及び実習 3前 2 ○ 1
コミュニケーション 3前 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
応用物理学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1
応用物理学Ⅱ 2前 2 ○ 1
基礎化学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎化学Ⅱ 1後 2 ○ 1
幸福・福祉概論 1前 2 ○ 1
小計(18科目) － 10 26 0 5 5 0 1 0 兼2
機械工学デザインⅠ 1後 1 ○ 1 1
機械工学デザインⅡ 2前 1 ○ 1 1
ものづくり実習Ⅰ 2前 1 ○ 1 兼1
ものづくり実習Ⅱ 2後 11 ○ 1 兼1
機械システム工学実験Ⅰ 3前 1 ○ 5 6 7
機械システム工学実験Ⅱ 3後 2 ○ 5 6 7
材料力学Ⅰ 2前 2 ○ 1
機構学 2前 2 ○ 1
熱力学及び演習 2前 2 ○ 1 1
設計法概論 2前 2 ○ 兼1
材料力学Ⅱ及び演習 2後 2 ○ 1
材料の科学Ⅰ 2後 2 ○ 1
機械力学及び演習 2後 2 ○ 兼1
流体工学Ⅰ 2後 2 ○ 1
伝熱工学 2後 2 ○ 兼1
加工学Ⅰ 2後 2 ○ 1
機械要素設計 2後 2 ○ 1
材料の科学Ⅱ 3前 2 ○ 1
振動工学 3前 2 ○ 1
流体工学Ⅱ及び演習 3前 2 ○ 兼1
加工学Ⅱ 3前 2 ○ 1
電気電子工学 3前 2 ○ 1
技術英語Ⅰ 3後 2 ○ 兼1
技術者倫理 3後 2 ○ 兼1
小計(24科目) － 19 34 0 5 6 0 7 0 兼6
機械工学デザインⅢ 2後 1 ○ 1
機械工学デザインⅣ 3前 1 ○ 1
機械システム工学実験Ⅲ 4前 1 ○ 5 6 7
エネルギー変換学 3前 2 ○ 1
材料力学Ⅲ 3後 2 ○ 1
塑性加工 3後 2 ○ 1
制御工学 3後 2 ○ 1
流体工学Ⅲ 3後 2 ○ 1
生産システム工学 3後 2 ○ 1
技術英語Ⅱ 4前 2 ○ 5 6 7
小計(10科目) － 5 12 0 5 6 0 7 0 0

備考

応

用

工

学

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

基

礎

工

学

－

山梨大学－39



インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
特別講義 4後 1 ○ 1 1
機械システム工学卒業論文 4通 6 ○ 5 6 7 ※実験

小計(6科目) － 6 7 0 5 6 0 7 0 兼3
リーダー養成特別演習１ 1後 1 ○ 1 兼4 集中
リーダー養成特別演習２ 2前 1 ○ 兼8 集中
リーダー養成特別演習３ 3前 1 ○ 1 兼3 集中

1通 1 ○ 1 兼4 集中
2通 1 ○ 兼8 集中
3通 1 ○ 1 兼3 集中

キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 5 6 7 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 5 6 7 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 5 6 7 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 5 6 7 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(16科目) － 0 0 23 5 6 0 7 0 兼16

－ 42 79 23 5 6 0 7 0 兼25

特
殊
研
究

－

そ
の
他

－

ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ２
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ３

合計(75科目) －
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－40



【既設】(工学部機械システム工学科 機械情報コース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

機械システム工学入門ゼミ 1前 2 ○ 5 6 7 1

小計(1科目) － 2 0 0 5 6 0 7 1 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
解析学 2後 2 ○ 1
微分方程式Ⅰ 2前 2 ○ 1
微分方程式Ⅱ 2後 2 ○ 1 1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 2 ○ 1
確率・統計学 2前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅲ 2前 2 ○ 1
基礎物理学実験Ⅰ 1後 2 ○ 2 1 兼1
基礎物理学実験Ⅱ 2前 2 ○ 1 1 2
応用物理学Ⅰ 1後 2 ○ 1
応用物理学Ⅱ 2後 2 ○ 1
基礎化学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
基礎化学Ⅱ 1後 2 ○ 兼2
技術者倫理 2後 2 ○ 兼1
小計(19科目) － 6 32 0 7 4 0 3 0 兼5
機械システム工学実験Ⅰ 3前 1 ○ 1 1
機械システム工学実験Ⅱ 3後 1 ○ 1 1
基礎工学演習Ⅰ 1後 1 ○ 3 1
基礎工学演習Ⅱ 2前 1 ○ 1 1 2
基礎工学演習Ⅲ 2後 1 ○ 1 1 2
基礎工学演習Ⅳ 3前 1 ○ 3 1
コミュニケーション演習 2後 1 ○ 兼1
プレゼンテーション演習 3後 1 ○ 1
プログラミング 2前 2 ○ 1
数値計算法及び実習 2後 2 ○ 1
熱流体工学 2後 2 ○ 1
機械力学 2後 2 ○ 1
機構学 3前 2 ○ 1
材料力学Ⅰ 1前 2 ○ 1
材料力学Ⅱ 1後 2 ○ 1
材料の科学Ⅰ 2後 2 ○ 1
材料の科学Ⅱ 3前 2 ○ 兼1
機械実習Ⅰ 2前 1 ○ 2
機械実習Ⅱ 2後 1 ○ 2
電子デバイスと電子機器 3前 2 ○ 1
デジタルハードウェア 3後 2 ○ 1
量子工学 3前 2 ○ 1
計測・センサ工学 3後 2 ○ 1
制御工学 3前 2 ○ 1
図形の科学 1前 2 ○ 1
機械設計Ⅰ 2前 2 ○ 1
機械設計Ⅱ 2後 2 ○ 1
機械システム工学製図 1後 1 ○ 1 1
機械要素設計製図Ⅰ 2前 1 ○ 1 1
機械要素設計製図Ⅱ 2後 1 ○ 1 1
工業英語演習 2前 1 ○ 1
小計(31科目) － 14 34 0 7 4 0 4 0 兼2
機械情報工学 3後 2 ○ 1
振動工学 3前 2 ○ 1
弾塑性学 3前 2 ○ 1
素形材工学 3後 2 ○ 兼1

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－
応
用
工
学

山梨大学－41



機械加工学 3前 2 ○ 1
精密加工学 3後 2 ○ 1
マイクロ加工学 3後 2 ○ 1
応用光学 3前 2 ○ 1
CAD／CAM 3後 2 ○ 1
機構設計製図 3前 1 ○ 1 兼1
感性デザイン実習 3後 1 ○ 1 兼1
小計(11科目) － 2 18 0 4 3 0 1 0 兼3
ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
品質管理概論 4前 2 ○ 兼1
実践ものづくり実習 1後 1 兼1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 1 兼1
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
技術英語 4前 1 ○ 1
機械システム工学卒業論文 4通 6 ○ 7 4 4 1 ※実験

小計(8科目) － 7 9 0 7 4 0 4 1 兼4
リーダー養成特別演習１ 1後 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別演習２ 2前 1 ○ 1 兼7 集中
リーダー養成特別演習３ 3前 1 ○ 兼4 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１ 1通 1 ○ 兼5 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ２ 2通 1 ○ 1 兼7 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ３ 3通 1 ○ 兼4 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 7 4 4 1 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 7 4 4 1 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 7 4 4 1 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 7 4 4 1 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(16科目) － 0 0 23 7 4 0 4 1 兼16

－ 31 93 23 7 4 0 4 1 兼27

－

特
殊
研
究

－

そ
の
他

応
用
工
学

合計(86科目) －
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－42



【既設】(工学部電気電子システム工学科 情報エレクトロニクスコース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

電気電子システム工学入門ゼミ 1前 2 ○ 3 3 1

小計(1科目) － 2 0 0 3 3 0 1 0 0

微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎解析学 2前 2 ○ 1
線形代数学 1前 2 ○ 1
応用解析Ⅰ 1後 2 ○ 1
応用解析Ⅱ 2前 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 3 ○ 1 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
物理学実験 2前 2 ○ 2 兼1
マテリアルサイエンス 1後 2 ○ 1
基礎化学 1前 2 ○ 兼1
基礎生物学 3前 2 ○ 兼1
化学実験 2前 2 ○ 兼1
科学の作法 1後 2 ○ 1 2 1
技術者倫理 3後 2 ○ 1 兼1
技術者英語 2前 2 ○ 1 1
基礎統計学及び実習 1後 2 ○ 1
小計(18科目) － 7 30 0 4 3 0 3 0 兼5
基礎電気理論 1前 2 ○ 1
電気回路Ⅰ 2前 2 ○ 1
電気回路Ⅰ演習 2前 1 ○ 1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ序論及び実習 1後 2 ○ 1 1
電気回路Ⅱ 2後 2 ○ 1
電気回路Ⅱ演習 2後 1 ○ 1
電子回路Ⅰ 2後 2 ○ 1
電子回路Ⅰ演習 2後 1 ○ 1
ｿﾌﾄｳｪｱ設計及び実習 2前 2 ○ 1 1
電磁気学Ⅰ 2後 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ演習 2後 1 ○ 1
量子力学 2後 2 ○ 1
ディジタル回路 3前 2 ○ 1
コンピュータ制御及び実習 2後 3 ○ 1 兼1
電気・電子工学実験Ⅰ 2後 2 ○ 1 2 1
電磁気学Ⅱ 3前 2 ○ 1
電磁気学Ⅱ演習 3前 1 ○ 1
電子デバイス工学Ⅰ 3前 2 ○ 1
電子デバイス工学Ⅰ演習 3前 1 ○ 1
システム制御工学Ⅰ 3後 2 ○ 1
ディジタル信号処理 3後 2 ○ 1
電気・電子工学実験Ⅱ 3前 2 ○ 1 兼2
小計(22科目) － 29 10 0 6 4 0 3 0 兼3
数値数式処理及び実習 3前 2 ○ 1
光波動工学 3後 2 ○ 1
電気エネルギー変換工学 3前 2 ○ 1
電子回路Ⅱ 3前 2 ○ 1
電子デバイス工学Ⅱ 3後 2 ○ 1
量子工学 3後 2 ○ 1
電気応用実験 3後 2 ○ 1 2
電子応用実験 3後 2 ○ 1 2 兼1
計測センシング工学 3後 2 ○ 1
パワーエレクトロニクス 4前 2 ○ 1
小計(10科目) － 4 16 0 4 3 0 4 1 兼1

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学

－

山梨大学－43



機械加工及び実習 3前 2 ○ 1
通信法規 4前 1 ○ 兼1
電気法規及び電気施設管理 4前 1 ○ 兼1
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
電気電子ｼｽﾃﾑ工学研修 4通 2 ○ 11 5 7 1
電気電子ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 4通 6 ○ 11 5 7 1 ※実験

ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
小計(8科目) － 8 8 0 11 5 0 7 1 兼3
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
高電圧工学 3後 2 ○ 1
電力発生工学 3後 2 ○ 1
電機制御工学 3後 2 ○ 1
電気設計製図 4前 2 ○ 1 兼1
電力伝送工学 4前 2 ○ 1
リーダー養成特別演習１ 1後 1 ○ 1 兼4 集中
リーダー養成特別演習２ 2前 1 ○ 2 1 兼5 集中
リーダー養成特別演習３ 3前 1 ○ 1 兼3 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１ 1通 1 ○ 1 兼4 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ２ 2通 1 ○ 2 1 兼5 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ３ 3通 1 ○ 1 兼3 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 11 5 7 1 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(23科目) － 0 0 36 11 5 0 7 1 兼17

－ 50 64 36 11 5 0 7 1 兼31

特
殊
研
究

－

合計(82科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－44



【既設】(工学部電気電子システム工学科 情報通信システムコース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

電気電子システム工学入門ゼミ 1前 2 ○ 4 3

小計(1科目) － 2 0 0 0 4 0 3 0 0

微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1

微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎解析学 2前 2 ○ 1
線形代数学 1前 2 ○ 1
応用解析Ⅰ 1後 2 ○ 1
応用解析Ⅱ 2前 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 3 ○ 1
基礎統計学及び実習 1後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
物理学実験 2前 2 ○ 1 兼1
基礎化学 1前 2 ○ 兼1
基礎生物学 1前 2 ○ 兼1
化学実験 2前 2 ○ 兼3
科学の作法 1後 2 ○ 3 1
技術者倫理 3後 2 ○ 1 兼1
技術者英語 2前 2 ○ 1 1
小計(17科目) － 7 28 0 6 3 0 3 1 兼6
基礎電気理論 1前 2 ○ 1
基礎電子デバイス 1後 2 ○ 1
電気回路Ⅰ 2前 2 ○ 1
電気回路Ⅰ演習 2前 1 ○ 1
ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅰ及び実習 1後 2 ○ 2
電気回路Ⅱ 2後 2 ○ 1
電気回路Ⅱ演習 2後 1 ○ 1 1
電子回路Ⅰ 2後 2 ○ 1
電子回路Ⅰ演習 2後 1 ○ 1
ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅱ及び実習 2前 2 ○ 2
電磁気学Ⅰ 2後 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ演習 2後 1 ○ 1
ディジタル回路 1後 2 ○ 1
ディジタル回路演習 1後 1 ○ 1
コンピュータ制御及び実習 2後 3 ○ 1 1
電気・電子工学実験Ⅰ 2後 2 ○ 2 1
電気・電子工学実験Ⅱ 3前 2 ○ 2
電磁気学Ⅱ 3前 2 ○ 1
電磁気学Ⅱ演習 3前 1 ○ 1 1
電子デバイス工学 3前 2 ○ 兼1
信号とシステム 1後 2 ○ 1
信号とシステム演習 1後 1 ○ 2
情報通信Ⅰ 3前 2 ○ 1
情報通信Ⅰ演習 3前 1 ○ 1 1
システム制御工学Ⅰ 3前 2 ○ 1
システム制御工学Ⅰ演習 3前 1 ○ 1
小計(26科目) － 29 15 0 4 6 0 4 0 兼1
計算機アーキテクチャ 2前 2 ○ 1

ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅲ及び実習 2後 2 ○ 2
電気エネルギー変換工学 3前 2 ○ 1
電子回路Ⅱ 3前 2 ○ 1
情報通信Ⅱ 3後 2 ○ 1
光・電磁波工学 3後 2 ○ 1
システム制御工学Ⅱ 3後 2 ○ 1
電気応用実験 3後 2 ○ 1 1 1 兼1
電子応用実験 3後 2 ○ 1 1 兼1
計測センシング工学 3後 2 ○ 1
パワーエレクトロニクス 4前 2 ○ 1
小計(11科目) － 4 18 0 3 6 0 3 1 兼2

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学

－

山梨大学－45



機械加工及び実習 3前 2 ○ 1

通信法規 4前 1 ○ 兼1
電気法規及び電気施設管理 4前 1 ○ 兼1
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
電気電子システム工学研修 4通 2 ○ 11 5 7 1
電気電子ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 4通 6 ○ 11 5 7 1 ※実験

ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
小計(8科目) － 8 8 0 11 5 0 7 1 兼3
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1

ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
高電圧工学 3後 2 ○ 1
電力発生工学 3後 2 ○ 1
電機制御工学 3後 2 ○ 1
電気設計製図 4前 2 ○ 1 兼1
電力伝送工学 4前 2 ○ 1
リーダー養成特別演習１ 1後 1 ○ 1 兼4 集中
リーダー養成特別演習２ 2前 1 ○ 2 1 兼5 集中
リーダー養成特別演習３ 3前 1 ○ 1 兼3 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１ 1通 1 ○ 1 兼4 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ２ 2通 1 ○ 2 1 兼5 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ３ 3通 1 ○ 1 兼3 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 11 5 7 1 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 11 5 7 1 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(23科目) － 0 0 36 11 5 0 7 1 兼21

－ 50 69 36 11 5 0 7 1 兼31

特
殊
研
究

－

合計(86科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－46



【既設】(工学部コンピュータ・メディア工学科 コンピュータサイエンスコース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

コンピュータ・メディア工学入門ゼミ 1前 2 ○ 6 6 3

小計(1科目) － 2 0 0 6 6 0 3 0 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎解析学 2後 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 3 ○ 1 1
数値計算法 3前 2 ○ 1
情報数学基礎 1後 2 ○ 1
情報数学 2後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎物理学Ⅲ 2前 2 ○ 1
基礎電気理論 1後 2 ○ 1
物理学実験 2前 2 ○ 1 2
基礎化学 2後 2 ○ 兼1
基礎生物学 2前 2 ○ 兼2
基礎統計学 1後 2 ○ 1
技術者倫理 3後 2 ○ 兼1
小計(18科目) － 9 28 0 4 3 0 3 0 兼5
プログラミング入門 1前 2 ○ 1
プログラミング入門演習 1前 1 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅰ 1後 2 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅰ演習 1後 1 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅱ 2前 2 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅱ演習 2前 1 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅲ 2後 2 ○ 1
計算機アーキテクチャⅠ 2前 2 ○ 1
計算機アーキテクチャⅡ 2後 2 ○ 1
情報理論 2前 2 ○ 1
プログラミング言語論 2後 2 ○ 1
ディジタル回路 2後 2 ○ 1
ハードウェア基礎実験 2後 2 ○ 1 1 1 兼1
オートマトンと言語 2前 2 ○ 1
データ解析 2後 2 ○ 1
ソフトウェア構成法 2後 2 ○ 1
ソフトウェア構成法演習 2後 1 ○ 1
ハードウェア実験Ⅰ 3前 2 ○ 1 兼1
データベース 3前 2 ○ 1
データベース演習 3前 1 ○ 1
オペレーティングシステム 3後 2 ○ 1
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ演習 3後 1 ○ 1
コンピュータネットワーク 3前 2 ○ 1
科学技術英語演習 3後 1 ○ 1
リスク管理・危機管理概論 3後 2 ○ 兼1
小計(25科目) － 23 20 0 5 4 0 3 0 兼3
ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3後 2 ○ 1

ソフトウェア開発実習 3後 1 ○ 1

ﾋｭｰﾏﾝ･ﾏｼﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 3後 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3前 2 ○ 1

ソフトウェア工学演習 3前 1 ○ 1

組込みシステム設計 3前 2 ○ 1

組込みシステム設計演習 3後 1 ○ 1 1 兼1

ﾈｯﾄﾜｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及び実習 3後 2 ○ 1 1

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 3前 2 ○ 1 1

ハードウェア実験Ⅱ 3後 2 ○ 1 兼1

ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1

品質管理概論 4前 2 ○ 1
小計(12科目) － 3 18 0 3 4 0 3 0 兼3

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学

－

山梨大学－47



インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅰ 1･2･3･4後 1 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅲ 1･2･3･4後 2 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学研修 4通 2 ○ 6 6 3
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学卒業論文 4通 6 ○ 6 6 3 ※実験

小計(7科目) － 8 7 0 6 6 3 0 0
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
リーダー養成特別演習1 1後 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別演習2 2前 1 ○ 兼8 集中
リーダー養成特別演習3 3前 1 ○ 兼4 集中
リーダー養成特別インターンシップ1 1通 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別インターンシップ2 2通 1 ○ 兼8 集中
リーダー養成特別インターンシップ3 3通 1 ○ 兼4 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 6 6 3 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 6 6 3 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 6 6 3 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 6 6 3 集中
情報科教育法I ３前 2 ○ 兼1
情報科教育法II ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

情報と職業 3後 2 ○ 1
小計(16科目) － 0 0 23 6 6 0 3 0 兼16

－ 45 73 23 6 6 0 3 0 兼26

特
殊
研
究

－

合計(79科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－48



【既設】(工学部コンピュータ・メディア工学科 情報メディアコース）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

コンピュータ・メディア工学入門ゼミ 1前 2 ○ 4 6 4

小計(1科目) － 2 0 0 4 6 0 4 0 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎離散数学 1後 2 ○ 1
情報処理及び実習 1前 3 ○ 1 1
プログラミングⅠ 1前 2 ○ 1
プログラミングⅠ演習 1前 1 ○ 1 1
プログラミングⅡ 1後 2 ○ 1
プログラミングⅡ演習 1後 1 ○ 1
情報理論 2前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎化学 1後 2 ○ 兼1
基礎生物学 1前 2 ○ 兼2
基礎統計学Ⅰ及び実習 2前 2 ○ 1
基礎統計学Ⅱ及び実習 2後 2 ○ 1
小計(17科目) － 17 16 0 4 5 0 2 0 兼4
基礎電気理論 2前 2 ○ 1
計算機アーキテクチャ 1前 2 ○ 1
数値計算 2前 2 ○ 1
数値計算演習 2前 1 ○ 1
認知科学 2後 2 ○ 兼1
メディア工学概論 1後 2 ○ 4 6 4
言語とオートマトン 2前 2 ○ 1
アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 1
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造演習 2前 1 ○ 1
プログラミングⅢ及び実習 2後 2 ○ 1
信号処理 2後 2 ○ 1
信号処理演習 2後 1 ○ 1
パターン認識 3後 2 ○ 1
オペレーションズリサーチ 2後 2 ○ 1
データベース 3前 2 ○ 1
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び実習 2後 2 ○ 1
人工知能 3後 2 ○ 1
人工知能演習 3後 1 ○ 1
感性情報工学 3前 2 ○ 1
感性情報工学演習 3前 2 ○ 2
CGとｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝⅠ及び実習 2後 2 ○ 1
CGとインタラクションⅡ 3前 2 ○ 1
CGとｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝⅡ演習 3前 1 ○ 1
ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1
ソフトウエア工学演習 3後 1 ○ 1
科学技術英語 1後 2 ○ 1
リスク管理・危機管理概論 3後 2 ○ 兼1
小計(27科目) － 27 21 0 4 6 0 4 0 兼2
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ論及び実習 3前 2 ○ 1 兼2
自然言語処理及び実習 3後 2 ○ 1
画像情報処理及び実習 3後 2 ○ 1
コンピュータネットワーク 3後 2 ○ 1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ実習 3後 2 ○ 1
情報倫理社会学 3前 2 ○ 1
ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
品質管理概論 4前 2 ○ 1
小計(8科目) － 6 10 0 3 2 0 1 0 兼3

学
部
入
門
ゼ
ミ －

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学

－

山梨大学－49



実践ものづくり実習 1後 1 ○ 1 兼1
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅰ 1･2･3･4後 1 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅲ 1･2･3･4後 2 ○ 1 放送
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学研修 4通 2 ○ 4 6 4
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学卒業論文 4通 6 ○ 4 6 4 ※実験

小計(8科目) － 8 8 0 4 6 4 0 兼1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
リーダー養成特別演習1 1後 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別演習2 2前 1 ○ 1 兼7 集中
リーダー養成特別演習3 3前 1 ○ 兼4 集中
リーダー養成特別インターンシップ1 1通 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別インターンシップ2 2通 1 ○ 1 兼7 集中
リーダー養成特別インターンシップ3 3通 1 ○ 兼4 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 4 6 4 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 4 6 4 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 4 6 4 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 4 6 4 集中
情報科教育法I ３前 2 ○ 兼1
情報科教育法II ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

情報と職業 3後 2 ○ 1
小計(16科目) － 0 0 23 4 6 0 4 0 兼18

－ 60 55 23 4 6 0 4 0 兼24

特
殊
研
究

－

合計(77科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－50



【既設】(工学部土木環境工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

土木環境工学入門ゼミ 1前 2 ○ 1 12 3 1

小計(1科目) － 2 0 0 1 12 0 3 1 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 2
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 2
基礎数学及び演習 1後 2 ○ 1
微分方程式Ⅰ 2前 2 ○ 2 1
微分方程式Ⅱ 2後 2 ○ 1
基礎統計学 1前 2 ○ 1 1
応用統計学 1後 2 ○ 1 兼1
情報処理及び実習 1前 2 ○ 1 兼1
数値計算及び実習 2前 2 ○ 1 兼1
物理学基礎Ⅰ 1前 2 ○ 2
物理学基礎Ⅰ演習 1前 1 ○ 1
物理学基礎Ⅱ 1後 2 ○ 1
物理学基礎Ⅲ 2後 2 ○ 1
応用物理学 1後 2 ○ 1
基礎化学Ⅰ 1前 2 ○ 1 1
基礎化学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎化学Ⅲ 2後 2 ○ 1
基礎生物学 1後 2 ○ 2
コミュニケーション 1後 2 ○ 2 5 2 兼2
小計(21科目) － 2 39 0 8 9 0 2 0 兼4
土木環境デザイン 1後 1 ○ 2
測量学第一 2後 2 ○ 1
測量学第二 3後 2 ○ 2
測量学実習第一 3前 1 ○ 3 兼1
測量学実習第二 3前 1 ○ 1 1 兼1
技術者倫理 3後 2 ○ 1 兼2
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 1後 1 ○ 3 兼1
構造力学及び演習第一 2前 4 ○ 2
建設材料学及び演習 2前 4 ○ 1 2
構造力学第二 2後 2 ○ 1
構造力学第三 2後 2 ○ 1
防災工学概論 2後 2 ○ 1 1
土質力学及び演習第一 2前 4 ○ 1 1
土質力学第二 2後 2 ○ 1
コンクリート構造学第一 2後 2 ○ 兼1
構造解析学 3前 2 ○ 1
有限要素法 3後 2 ○ 1
建設工学実験Ⅰ 3前 1 ○ 1
建設工学実験Ⅱ 3前 1 ○ 1
水理学及び演習第一 2前 4 ○ 兼2
水理学第二 2後 2 ○ 1
水理学第三 3前 2 ○ 1
応用流体力学 3前 2 ○ 兼1
環境数理 2後 2 ○ 兼1
計画学基礎及び演習 2前 4 ○ 1 2
都市計画 2後 2 ○ 1
環境化学及び演習 2前 2 ○ 兼1
環境生物学及び演習 2前 2 ○ 1
環境生態学 2後 2 ○ 1
リスク管理・危機管理概論 2後 2 ○ 1
土木環境科学実験 2・3後 1 ○ 1 6 2 兼1
小計(31科目) － 10 55 0 6 12 0 2 0 兼8

学
部
入
門
ゼ
ミ

－
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礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

山梨大学－51



構造設計論 3後 2 ○ 1

土質工学第一 3前 2 ○ 1
土質工学第二 3後 2 ○ 1
コンクリート構造学第二 3前 2 ○ 1
水文学 3前 2 ○ 1 1
河川工学 3後 2 ○ 1
水資源学 3後 2 ○ 1
環境気象学 4前 2 ○ 1 兼1
環境情報解析 4前 2 ○ 1
交通計画 2後 2 ○ 1
交通工学 3前 2 ○ 2
地域計画 3前 2 ○ 1
景観工学 3後 2 ○ 1
建築学大意 4前 2 ○ 兼1
上水道工学 3前 2 ○ 1
下水道工学 3後 2 ○ 1
水処理工学 3前 2 ○ 1
廃棄物工学 3前 2 ○ 1
環境調査分析学 3後 2 ○ 1
都市自然環境保護論 3前 2 ○ 1 兼1
環境化学・生物学実験 3前 1 ○
環境工学実験 3後 1 ○ 2 兼1
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 3後 1 ○ 2 3
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 4前 1 ○ 2 4
小計(24科目) － 2 42 0 5 7 0 2 0 兼4

ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1

品質管理概論 4前 2 ○ 兼1
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 2後 2 ○ 兼2
土木環境行政法 4前 2 ○ 2 兼1
特別講義第一 4通 1 ○ 兼3 集中
特別講義第二 4通 1 ○ 兼3 集中
特別講義第三 4通 1 ○ 兼3 集中
特別講義第四 4通 1 ○ 兼3 集中
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ ○ 1
インターンシップⅡ 3通 1 ○ ○ 1
土木環境工学英文講読 3後 1 ○ 1 12 3 1
土木環境工学卒業論文 4通 6 ○ 1 12 3 1 ※実験

小計(13科目) － 7 15 0 10 12 0 3 1 兼11
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 1 12 3 1 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 1 12 3 1 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 1 12 3 1 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 1 12 3 1 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(10科目) － 0 0 17 1 12 0 3 1 兼8

－ 23 151 17 10 12 0 3 1 兼23

応

用

工

学

－

特
殊
研
究

－

合計(100科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－52



【既設】(工学部応用化学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

応用化学入門ゼミ 1前 2 ○ 5 7 4 1

小計(1科目) － 2 0 0 5 7 0 4 1 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
微分方程式Ⅰ 2前 2 ○ 兼1
情報処理及び実習 1後 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅰ 1後 2 ○ 1 兼1
基礎物理学Ⅱ 2前 2 ○ 1 兼1
入門物理学 1前 1 ○ 兼1
基礎物理化学Ⅰ 1前 2 ○ 1 兼1
基礎無機化学 1前 2 ○ 1
基礎有機化学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎有機化学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎物理化学Ⅱ 1後 2 ○ 1 兼1
基礎分析化学 1後 2 ○ 兼1
基礎生物学 1後 2 ○ 1
化学実験 2後 2 ○ 2
ものづくり基礎ゼミ 1後 1 ○ 5 7 4 1
機械加工及び実習 2前 2 ○ 兼1
リスク管理・危機管理概論 2後 2 ○ 1 兼1
技術者倫理 2後 2 ○ 兼1
小計(21科目) － 25 15 0 5 7 0 4 1 兼15
有機化学第一 2前 2 ○ 1
物理化学第一 2前 2 ○ 1
物理化学第二 2前 2 ○ 1
物理化学演習 3後 1 ○ 1 1
分析化学 2前 2 ○ 1
分析化学演習 3後 1 ○ 1
無機化学 2前 2 ○ 2
無機化学演習 3前 1 ○ 1
有機化学第二 2後 2 ○ 1
物理化学第三 2後 2 ○ 1
量子化学 2後 2 ○ 1
有機化学演習 3後 1 ○ 1
化学技術英語 3後 2 ○ 1
電気化学 3前 2 ○ 1
高分子合成化学 2後 2 ○ 1
材料物性 2後 2 ○ 1
ものづくり発展ゼミⅠ 2前 1 ○ 5 7 4 1
ものづくり発展ゼミⅡ 2後 1 ○ 5 7 4 1
応用化学実験Ⅰ 3前 3 ○ 1
応用化学実験Ⅱ 3前 3 ○ 1 1
応用化学実験Ⅲ 3後 3 ○ 3
応用化学実験Ⅳ 3後 3 ○ 5 7 4 1
小計(22科目) － 18 24 0 5 7 4 1 0

安全環境化学 2前 2 ○ 1
化学工学演習 3前 1 ○ 1
化学工学 3前 2 ○ 兼2
無機機器分析 3前 2 ○ 1
有機機器分析 3後 2 ○ 2
高分子物性 3前 2 ○ 1
有機工業化学 3後 2 ○ 1
無機工業化学 3後 2 ○ 1
小計(8科目) － 0 15 0 4 2 0 1 0 兼2

学
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（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学

－

山梨大学－53



実践ものづくり実習 1後 1 ○ 兼1
物質工学研修 4通 2 ○ 5 7 4 1
ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
品質管理概論 4前 2 ○ 兼1
特別講義第一A 4前 1 ○ 兼1 集中
特別講義第二A 4前 1 ○ 兼1 集中
特別講義第三A 4前 1 ○ 兼1 集中
特別講義第四A 4前 1 ○ 兼1 集中
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
応用化学卒業論文 4通 6 ○ 5 7 4 1 ※実験

小計(11科目) － 8 11 0 5 7 0 4 1 兼7
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 3後 2 ○ 兼2
リーダー養成特別演習１ 1後 1 ○ 兼5 集中
リーダー養成特別演習２ 2前 1 ○ 1 兼7 集中
リーダー養成特別演習３ 3前 1 ○ 兼4 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１ 1通 1 ○ 1 兼5 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ2 2通 1 ○ 兼7 集中
ﾘｰﾀﾞｰ養成特別ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ3 3通 1 ○ 兼4 集中
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 5 7 4 1 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 5 7 4 1 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 5 7 4 1 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 5 7 4 1 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(17科目) － 0 0 25 5 7 0 4 1 兼21

－ 53 65 25 5 7 0 4 1 兼41

特
殊
研
究

－

合計(80科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－54



【既設】(工学部生命工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義
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習
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験
・
実
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教
授

講

師

助

教

助

手

生命工学入門ゼミ 1前 2 ○ 5 5 3

小計(1科目) － 2 0 0 5 5 0 3 0 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
微分方程式Ⅰ 2後 2 ○ 1
微分積分学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
微分積分学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
情報処理及び実習 1後 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1
基礎物理学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1
入門物理学 1前 1 ○ 兼1
基礎生物物理化学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎生物無機化学 1前 2 ○ 1
基礎生物有機化学 1前 2 ○ 1
基礎生物物理化学Ⅱ 1後 2 ○ 1
基礎生物分析化学 1後 2 ○ 1
基礎生物学 1後 2 ○ 1
化学実験 2前 2 ○ 1 1
遺伝科学概論 2後 2 ○ 兼1
リスク管理・危機管理概論 2後 2 ○ 兼1
生物統計学 2前 2 ○ 兼2
生物統計学演習 2前 1 ○ 兼2
小計(20科目) － 18 20 0 4 3 0 1 0 兼12

生物有機化学第一 1後 2 ○ 1

生物無機化学 2前 2 ○ 1
生物有機化学第二 2前 2 ○ 1
工業微生物学第一 2前 2 ○ 1
生化学演習 2後 1 ○ 1
生体物質論 2前 2 ○ 1
微生物生理学 2後 2 ○ 1
工業微生物学第二 2後 2 ○ 1
分子生物学演習 3前 1 ○ 1 1
生体触媒学 2前 2 ○ 1
基礎生物化学工学 2後 2 ○ 1
生体反応論第一 2前 2 ○ 兼1
生体反応論第二 2後 2 ○ 1
遺伝子工学 3前 2 ○ 1
細胞工学演習 3後 1 ○ 1
培養工学第一 3前 2 ○ 1
天然物分析化学 3前 2 ○ 1
生理活性化学 2後 2 ○ 1 兼1
生物工学実験Ⅰ 3前 3 ○ 1
微生物育種学 3後 2 ○ 1
生物工学実験Ⅱ 3前 3 ○ 1 1
真核細胞学 3前 2 ○ 1
生物工学実験Ⅲ 3後 3 ○ 1
生物工学実験Ⅳ 3後 3 ○ 1 2
技術英語Ⅰ 3前 2 ○ 1
技術英語Ⅱ 3後 2 ○ 1
技術者倫理 3後 2 ○ 兼1
小計(27科目) － 9 46 0 5 5 0 3 0 兼3
発酵工学 3前 2 ○ 1 兼1
生物反応工学 3前 2 ○ 1
食品科学工学 3前 2 ○ 1 兼1
細胞工学 3後 2 ○ 1 兼1
培養工学第二 3後 2 ○ 1
生命工学開発設計論 3後 2 ○ 1
免疫工学 3後 2 ○ 兼1
小計(7科目) － 0 14 0 2 1 0 0 0 兼4

学
部
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門
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－
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－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学
－

山梨大学－55



ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1

品質管理概論 4前 2 ○ 1 兼1
特別講義第一B 4前 1 ○ 5 5 3 集中
英語輪読Ⅰ 4前 2 ○ 5 5 3
特別講義第二B 4前 1 ○ 5 5 3 集中
英語輪読Ⅱ 4後 2 ○ 5 5 3
特別講義第三B 4前 1 ○ 5 5 3 集中
特別講義第四B 4前 1 ○ 5 5 3 集中
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ 1
生命工学卒業論文 4通 6 ○ 5 5 3 ※実験

小計(11科目) － 10 10 0 5 5 0 3 0 兼2
ＰＢＬものづくり実践ゼミ 2後 2 ○ 兼2
生物資源実習 1後 1 ○ 2 兼1
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 5 5 3 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 5 5 3 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 5 5 3 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 5 5 3 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(12科目) － 0 0 20 5 5 0 3 0 兼11

－ 39 90 20 5 5 0 3 0 兼31

特
殊
研
究

－

合計(78科目) －

そ
の
他

－

学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

山梨大学－56



【既設】(工学部循環システム工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

循環システム工学入門ゼミ 1前 2 ○ 6 8 1 2

小計(1科目) － 2 0 0 6 8 1 2 0 0

線形代数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
微分積分学I 1前 2 ○ 1
線形代数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
微分積分学II 1後 2 ○ 兼1
情報処理及び実習 1前 2 ○ 1
プログラム言語及び実習Ⅰ 1後 3 ○ 1 1
プログラム言語及び実習Ⅱ 2前 3 ○ 1
入門物理学 1前 1 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1後 2 ○ 1
基礎物理化学Ⅰ 1後 2 ○ 1
基礎化学 1後 2 ○ 1
自然科学実験 2前 2 ○ 2 2 1 兼1
基礎生物学 1後 2 ○ 1 1
リスク管理・危機管理概論 2後 2 ○ 兼1
環境政治学Ⅰ 2前 2 ○ 1
環境経済学入門 1前 2 ○ 1
現代経済システム 1後 2 ○ 1
現代の科学と思想 2前 2 ○ 1
基礎統計学Ⅰ 2前 2 ○ 1
基礎統計学Ⅱ 2後 2 ○ 1
社会調査法 2後 2 ○ 1 1 兼1
小計(21科目) － 2 41 0 4 8 1 2 0 兼4
循環システム概論 1前 2 ○ 2
地球環境と物質循環 1後 2 ○ 4 2 1 兼1
環境分析化学 2前 2 ○ 1 兼1
基礎物理化学Ⅱ 2前 2 ○ 1
生命システムの連関 2後 2 ○ 1
大気・水循環システム 2後 2 ○ 1 1
品質経営論 2前 2 ○ 兼1
ソフトウェア開発及び演習 2後 2 ○ 1
システム解析Ⅰ 2前 2 ○ 1
システム解析Ⅱ 2後 2 ○ 1
エネルギーシステム論 2後 2 ○ 1
公共政策入門 2後 2 ○ 1
市民活動とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ組織 2前 2 ○ 兼1
自然数理システム論 3前 2 ○ 1
環境都市計画Ⅰ 3前 2 ○ 1
社会システム論 3前 2 ○ 1
応用統計学及び演習 3後 2 ○ 1 1
環境政治学Ⅱ 3前 2 ○ 1
環境経済学 2前 2 ○ 1
商品開発戦略論 2後 2 ○ 兼1
オペレーションズリサーチ 3前 2 ○ 1
生態学 2後 2 ○ 兼1
科学技術論 2後 2 ○ 1
小計(23科目) － 4 42 0 5 8 1 1 0 兼4
生命機構と環境 3前 2 ○ 1
環境計測技術演習 3後 2 ○ 1 1 兼1
地域社会学演習 2後 2 ○ 兼1
環境マネジメントとＬＣＡ 3前 2 ○ 兼1
情報技術演習 3前 2 ○ 1
システムシミュレーション 3後 2 ○ 1
資源物理化学 3前 2 ○ 1
地域環境システム演習Ⅰ 3後 2 ○ 2 1 1
地域環境システム演習Ⅱ 3後 2 ○ 2 1 1
環境政策演習Ⅱ 3前 2 ○ 1

学
部
入
門
ゼ
ミ

－

基

礎

教

育

－

（別添１－２）

教育課程等の概要（事前伺い）

部門 授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基

礎

工

学

－

応

用

工

学
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環境社会学 3前 2 ○ 兼1
環境政策演習Ⅰ 2後 2 ○ 1
技術と環境倫理 3後 2 ○ 1
環境法 3前 2 ○ 兼1
環境都市計画Ⅱ 3後 2 ○ 1
野外調査実習 2後 2 ○ 2 1 集中
公共政策演習 3前 2 ○ 1
技術者倫理 3後 2 ○ 兼1
環境経営演習 2後 2 ○ 兼1
ベンチャービジネス論 4前 2 ○ 兼1
小計(20科目) － 0 40 0 5 5 1 2 0 兼8
実践ものづくり実習 1後 1 ○ 1
プレゼンテーション論 2後 2 ○ 1
循環システム実習 3後 1 ○ 6 8 1 2
特別講義I 3後 2 ○ 1
特別講義II 3後 2 ○ 1
インターンシップⅠ 2･3･4通 1 ○ ○ 1
インターンシップⅡ 2･3･4通 1 ○ ○ 1
放送大学特別講義Ⅰ 1･2･3･4後 2 1 放送
放送大学特別講義Ⅱ 1･2･3･4後 2 1 放送
放送大学特別講義Ⅲ 1･2･3･4後 2 1 放送
循環システム工学卒業論文 4通 6 ○ 6 8 1 2 ※実験

小計(11科目) － 13 9 0 6 8 1 2 0 0
生物資源実習 1後 1 1 兼1
キャリア形成実習１ 2前 1 ○ 6 8 1 2 集中
キャリア形成実習２ 2後 1 ○ 6 8 1 2 集中
キャリア形成実習３ 3前 1 ○ 6 8 1 2 集中
キャリア形成実習４ 3後 1 ○ 6 8 1 2 集中
工業科教育法Ⅰ ３前 2 ○ 兼1
工業科教育法Ⅱ ３後 2 ○ 兼1
教職実践演習（高） ４後 2 ○ 兼2
高等学校教育実習 ４前 3 ○ 兼2 ※講義

職業指導第一 4前・後 2 ○ 兼1
職業指導第二 4前・後 2 ○ 兼1
小計(11科目) － 0 0 18 6 8 1 2 0 兼11

－ 21 132 18 6 8 1 2 0 兼22

－

特
殊
研
究

－

そ
の
他

－

応

用

工

学

合計(87科目) －
学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業時間等

以下に示す要件に従い１２４単位以上を修得すること。
・共通科目（32単位以上）
（１）人間形成科目部門から４単位以上
（２）語学教育科目から１４単位以上
（３）教養教育科目部門から１０単位以上
・学部入門ゼミ（２単位）
・専門科目（９０単位以上）
（１）基礎教育部門（２８単位以上）
（２）基礎教育部門及び基礎工学部門（６４単位以上）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分
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